
号

令和 4 年 10 月 4 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○

○ ○

（注）

〒951-8520　新潟県新潟市中央区旭町通１番町754番地

電話（ 025 ） 223 － 6161　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

「1呼吸器内科」及び「9感染症内科」にて提供される医療は「呼吸器・感染症内科」において，「4腎臓内科」及び「11リウマチ
科」にて提供される医療は「腎・膠原病内科」において，「7内分泌内科」及び「8代謝内科」にて提供される医療は「内分泌・代
謝内科」において提供している。

４腎臓内科

５神経内科

新大病医第171

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人新潟大学長　牛木　辰男

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和3年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒950-2181　新潟県新潟市西区五十嵐二の町8050番地

国立大学法人新潟大学

新潟大学医歯学総合病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科

新潟大学医歯学総合病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（単位：床）64 763 827

2消化器外科 ３乳腺外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

「3乳腺外科」及び「7内分泌外科」にて提供される医療は「乳腺・内分泌外科」において提供している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

リハビリテーション科

病理診断科

心療内科 肝胆膵内科 腫瘍内科 形成・美容外科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

365 298 537.9 17 0

131 97 170.7 15 60

59 0 59 5 0

0 0 0 7 0

32 0 32 0 0

819 13 828.6 23 12

0 0 0 0 6

23 3 25.3 5 178

8 0 8 43 70

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 4 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

622.0

2,194.40

2900

163

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

605.8

1,625.9

16.2

568.4

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　冨田　善彦　　　） 任命年月日

平成３１年４月１日から、医療安全管理委員会(医療法施行規則に規定された医療安全管理委員会に該当)の委員長であり、
新規医療技術等管理センター(医療法等施行規則に規定された高難度新規医療技術及び未承認新規医薬品等の担当部門
に該当)のセンター長である。

歯科等以外 歯科等 合計

救急科専門医産婦人科専門医 31

合計

14

14

18

17

23

23

9

306

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

64

36

9

25

8

15

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士



人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

27 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

403 ㎡ （主な設備）

161 ㎡ （主な設備）

338 ㎡ （主な設備）

221 ㎡ （主な設備）

755 ㎡ （主な設備）

514 ㎡ 室数 室 人

99 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

病床数 348

算出
根拠

自動染色機、自動免疫染色機、蛍光顕微鏡、PCR 装置

解剖台、クリオスタット、超低温フリーザー

パソコン等

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 86.1 逆紹介率 97.8

9

14,172

18,282

1,935

18,702

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

116

臨床検査情報システム、搬送ライン一式、臨床化学自動
分析装置、免疫検査自動分析装置、血糖・HbA1c分析装
置、血液ガス分析装置、蛋白泳動装置、多項目自動血球
分析装置、血液凝固測定装置、尿中有形成分分析装
置、赤血球沈降速度測定装置、顕微鏡、試薬庫、純水製
造装置、遠心機、検体保管庫、安全キャビネット、ドラフト

微生物分類同定分析装置、同定薬剤感受性測定装置、
血液培養自動分析装置、抗酸菌培養検査装置、核酸増
幅装置、顕微鏡、試薬庫、遠心機、検体保管庫、培養装
置、安全キャビネット

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

1

収容定員

蔵書数

303

5,000図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
610

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

32

37

410

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

有

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

田代　文俊
新潟大学監事（業務監
査等担当）

医療を受ける者その他
医療従事者以外の者

2

佐藤　信昭
新潟県立がんセンター
新潟病院病院長

医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

三部　正歳
りゅーと法律税務会計
事務所所長（弁護士，
税理士）

法律に関する識見を有
する者

1

西田　眞吾
新潟大学理事（総務・財
務担当）

医療を受ける者その他
医療従事者以外の者

2

利害
関係

委員の要件
該当状況

月岡　恵 元　新潟保健所長
医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

新潟大学医歯学総合病院ホームページ内で公表

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

101

1

2

102

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

細胞診検体を用いた遺伝子検査

内視鏡的憩室隔壁切開術

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

2

0

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

全身性エリテマトーデスに対する初回副腎皮質ホルモン治療におけるクロピドグレル硫酸塩、ピタバスタチンカルシウム
及びトコフェロール酢酸エステル併用投与の大腿骨頭壊死発症抑制療法　全身性エリテマトーデス（初回の副腎皮質ホ

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 11 66 先天性副腎皮質酵素欠損症 13
2 筋萎縮性側索硬化症 34 67 先天性副腎低形成症 1
3 脊髄性筋萎縮症 8 68 サルコイドーシス 126
4 進行性核上性麻痺 12 69 特発性間質性肺炎 22
5 パーキンソン病 77 70 肺動脈性肺高血圧症 37
6 大脳皮質基底核変性症 6 71 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 23
7 ハンチントン病 1 72 リンパ脈管筋腫症 11
8 シャルコー・マリー・トゥース病 3 73 網膜色素変性症 14
9 重症筋無力症 166 74 バッド・キアリ症候群 3
10 多発性硬化症／視神経脊髄炎 125 75 特発性門脈圧亢進症 5
11 慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー 24 76 原発性胆汁性肝硬変 45
12 封入体筋炎 2 77 原発性硬化性胆管炎 2
13 クロウ・深瀬症候群 2 78 自己免疫性肝炎 26
14 多系統萎縮症 19 79 クローン病 154
15 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 65 80 潰瘍性大腸炎 261
16 ライソゾーム病 13 81 好酸球性消化管疾患 1
17 副腎白質ジストロフィー 7 82 慢性特発性偽性腸閉塞症 4
18 ミトコンドリア病 8 83 クリオピリン関連周期熱症候群 1
19 もやもや病 69 84  若年性特発性関節炎旧病名（全身型若年性特発性関節炎） 8
20 プリオン病 3 85 先天性ミオパチー 1
21 進行性多巣性白質脳症 2 86 筋ジストロフィー 10
22 HTLV-1関連脊髄症 2 87 脊髄空洞症 1
23 全身性アミロイドーシス 27 88 脊髄髄膜瘤 2
24 遠位型ミオパチー 1 89 皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳動脈症 4
25 神経線維腫症 51 90 前頭側頭葉変性症 2
26 天疱瘡 36 91 痙攣重積型（二相性）急性脳症 1
27 表皮水疱症 1 92 限局性皮質異形成 1
28 膿疱性乾癬（汎発型） 18 93 レノックス・ガストー症候群 1
29 高安動脈炎 31 94 スタージ・ウェーバー症候群 1
30 巨細胞性動脈炎 3 95 結節性硬化症 8
31 結節性多発動脈炎 12 96 先天性魚鱗癬 1
32 顕微鏡的多発血管炎 35 97 家族性良性慢性天疱瘡 1
33 多発血管炎性肉芽腫症 32 98 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 35
34 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 22 99 特発性後天性全身性無汗症 4
35 悪性関節リウマチ 8 100 マルファン症候群 7
36 バージャー病 3 101 エーラス・ダンロス症候群 1
37 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 102 ウィルソン病 4
38 全身性エリテマトーデス 345 103 無脾症候群 2
39 皮膚筋炎／多発性筋炎 142 104 プラダー・ウィリ症候群 1
40 全身性強皮症 109 105 22q11.2欠失症候群 2
41 混合性結合組織病 50 106 修正大血管転位症 1
42 シェーグレン症候群 24 107 三尖弁閉鎖症 3
43 成人スチル病 14 108 ファロー四徴症 2
44 再発性多発軟骨炎 8 109 両大血管右室起始症 2
45 ベーチェット病 80 110 アルポート症候群 1
46 特発性拡張型心筋症 72 111 抗糸球体基底膜腎炎 1
47 肥大型心筋症 22 112 一次性ネフローゼ症候群 31
48 再生不良性貧血 43 113 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2
49 自己免疫性溶血性貧血 3 114 紫斑病性腎炎 4
50 発作性夜間ヘモグロビン尿症 4 115 オスラー病 3
51 特発性血小板減少性紫斑病 31 116 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 3
52 血栓性血小板減少性紫斑病 4 117 副甲状腺機能低下症 3
53 原発性免疫不全症候群 10 118 偽性副甲状腺機能低下症 3
54 IgＡ 腎症 33 119 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 3
55 多発性嚢胞腎 48 120 フェニルケトン尿症 2
56 黄色靱帯骨化症 4 121 尿素サイクル異常症 2
57 後縦靱帯骨化症 56 122 ポルフィリン症 1
58 広範脊柱管狭窄症 8 123 脳腱黄色腫症 1
59 特発性大腿骨頭壊死症 106 124 家族性地中海熱 4
60 下垂体性ADH分泌異常症 14 125 慢性再発性多発性骨髄炎 1
61 下垂体性TSH分泌亢進症 2 126 強直性脊椎炎 28
62 下垂体性PRL分泌亢進症 12 127 肋骨異常を伴う先天性側弯症 1
63 クッシング病 10 128 骨形成不全症 1
64 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 36 129 軟骨無形成症 1
65 下垂体前葉機能低下症 126 130 リンパ管腫症/ゴーハム病 1

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
131 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 2
132 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 6
133 後天性赤芽球癆 2
134 ダイアモンド・ブラックファン貧血 1
135 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 1
136 総排泄腔遺残 2
137 胆道閉鎖症 2
138 ＩｇＧ４関連疾患 13
139 好酸球性副鼻腔炎 77
140 進行性ミオクローヌスてんかん 1
141 ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／ＬＭＸ１Ｂ関連腎症 1
142 カルニチン回路異常症 1
143 無虹彩症 4
144 特発性多中心性キャッスルマン病 2

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 144
合計患者数（人） 3425



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療環境体制加算２

　・歯科診療特別対応連携加算

　・特定機能病院入院基本料

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・後発医薬品使用体制加算２

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・データ提出加算

　・入退院支援加算

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・ハイリスク分娩管理加算

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算１

　・急性期看護補助体制加算

　・看護職員夜間配置加算

　・看護補助加算

　・療養環境加算

　・精神疾患診療体制加算

　・精神科急性期医師配置加算

　・地域医療体制確保加算

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・救命救急入院料３

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・

　・精神科身体合併症管理加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による
場合）

　・緩和ケア診療加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・患者サポート体制充実加算

　・報告書管理体制加算

　・栄養サポートチーム加算

　・

　・

　・

　・　・ハイリスク妊娠管理加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・感染対策向上加算１

　・特定集中治療室管理料２

　・小児入院医療管理料２

　・

　・

　・

　・

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算１ 　・ハイケアユニット入院医療管理料１

　・無菌治療室管理加算２

　・

　・医療安全対策加算１

　・総合周産期特定集中治療室管理料

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・がん治療連携計画策定料

　・外来腫瘍化学療法診療料１

　・連携充実加算

　・ハイリスク妊産婦連携指導料２

　・禁煙治療補助システム指導管理加算

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続血
糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

　・遺伝学的検査

　・染色体検査の注２に規定する基準

　・骨髄微小残存病変量測定

　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

　・外来栄養食事指導料の注３に規定する基準

　・医療機器安全管理料２

　・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に規定する遠隔モ
ニタリング加算

　・外来栄養食事指導料の注２に規定する基準

　・医療機器安全管理料１

　・がん性疼痛緩和指導管理料

　・がん患者指導管理料イ

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料

　・肝炎インターフェロン治療計画料

　・ハイリスク妊産婦連携指導料１

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）

　・二次性骨折予防継続管理料３

　・ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）

　・療養・就労両立支援指導料の注３に規定する相談支援加
算

　・糖尿病合併症管理料

　・ウイルス疾患指導料

　・こころの連携指導料（Ⅱ）

　・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

　・歯科治療時医療管理料

　・在宅患者歯科治療時医療管理料

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・先天性代謝異常症検査

　・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体
特異性同定検査）

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・検体検査管理加算（Ⅳ）

　・国際標準検査管理加算

　・薬剤管理指導料

　・小児運動器疾患指導管理料

　・婦人科特定疾患治療管理料

　・外来放射線照射診療料

　・腎代替療法指導管理料

　・一般不妊治療管理料

　・生殖補助医療管理料１

　・二次性骨折予防継続管理料１

　・ニコチン依存症管理料 　・遺伝カウンセリング加算

　・がんゲノムプロファイリング検査

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後）

　・外来緩和ケア管理料

　・糖尿病透析予防指導管理料

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

　・がん患者指導管理料ロ

　・がん患者指導管理料ハ

　・がん患者指導管理料ニ

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・認知療法・認知行動療法１

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

　・ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影

　・乳房用ポジトロン断層撮影

　・全身ＭＲＩ撮影加算

　・精密触覚機能検査

　・歯科画像診断管理加算２

　・リンパ浮腫複合的治療料

　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・外来化学療法加算１

　・肝エラストグラフィ加算

　・無菌製剤処理料

　・全視野精密網膜電図

　・有床義歯咀嚼機能検査２のイ

　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・集団コミュニケーション療法料

　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・乳房ＭＲＩ撮影加算

　・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

　・画像診断管理加算３

　・多血小板血漿処置

　・歯科画像診断管理加算１

　・硬膜外自家血注入

　・ポジトロン断層撮影

　・人工腎臓　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・睡眠時歯科筋電図検査

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・画像診断管理加算１

　・医療保護入院等診療料

　・画像診断管理加算２

　・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

　・補聴器適合検査

　・がん患者リハビリテーション料

　・ロービジョン検査判断料

　・頭部ＭＲＩ撮影加算

　・神経学的検査

　・黄斑局所網膜電図

　・有床義歯咀嚼機能検査１のイ

　・コンタクトレンズ検査料１

　・内服・点滴誘発試験

　・口腔細菌定量検査

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・冠動脈ＣＴ撮影加算

高度の医療の提供の実績

　・胎児心エコー法

　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

　・ヘッドアップティルト試験

　・血流予備量比コンピューター断層撮影

　・外傷全身ＣＴ加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下顎骨形成
術（骨移動を伴う場合に限る。）

　・角膜移植術（内皮移植加算）

　・内視鏡下筋層切開術

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃・十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉

鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によ

るもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）及び腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・胸腔鏡下弁置換術

　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮
的大動脈弁置換術）

　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・椎間板内酵素注入療法

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込術、植
込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内視
鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの）

　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎
骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・腫瘍脊椎骨全摘術

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・内喉頭筋肉注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

　・胸腔鏡下弁形成術

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算

　・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算

　・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）

　・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

　・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

　・羊膜移植術

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わない
もの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

　・緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び（水晶体再建術
併用眼内ドレーン挿入術））

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

　・皮膚移植術（死体）

　・導入期加算２及び腎代替療法実績加算

　・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

　・緑内障手術（濾過胞再建術（ｎｅｅｄｌｅ法））

　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）

　・角結膜悪性腫瘍切除手術

　・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

　・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

高度の医療の提供の実績

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

　・手術用顕微鏡加算

　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖
尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法

　・人工中耳植込術

　・口腔粘膜処置

　・う蝕歯無痛的窩洞形成加算

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー

　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

　・歯科技工加算１及び２

　・センチネルリンパ節加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

　・胎児輸血術及び臍帯穿刺

　・腹腔鏡下肝切除術

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・骨格筋由来細胞シート心表面移植術

　・医科点数表第2章第10部手術の通則の16に掲げる手術

　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・内視鏡的小腸ポリープ切除術

　・膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術
及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

　・精巣内精子採取術

　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・体外式模型人工肺管理料

　・腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の場合）及
び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電極の場合）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・経皮的僧帽弁クリップ術

　・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿
道）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植
込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合））及
び腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合））及び腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・経皮的下肢動脈形成術

　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合））及び腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・同種死体腎移植術

　・補助人工心臓

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及
び切断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）及び腹
腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・同種死体肝移植術

　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・生体部分肝移植術

　・不整脈手術　左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込型リードを用いるも
の）、植込型除細動器交換術（その他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極の場合）及び
両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（心筋電極の場合）

　・不整脈手術　左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

　・生体腎移植術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

　・　・口腔病理診断管理加算２

　・

　・

　・歯科矯正診断料

　・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要と
するものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

　・歯根端切除手術の注３

　・

　・レーザー機器加算

　・

　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・

　・歯科麻酔管理料

　・コーディネート体制充実加算

　・

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・

　・歯周組織再生誘導手術

　・定位放射線治療

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・病理診断管理加算２

　・悪性腫瘍病理組織標本加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・

　・１回線量増加加算

　・

　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ)

　・

　・

　・放射線治療専任加算

　・

　・外来放射線治療加算

　・

　・高エネルギー放射線治療

　・

　・画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ）

　・

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・

　・手術時歯根面レーザー応用加算

　・

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・

　・

　・

　・

　・

　・輸血管理料Ⅱ

　・医科点数表第2章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性
乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）

　・医科点数表第2章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性
乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 8

剖検率（％） 1.90%

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

臨床検査部門：１８回
病理診断部門：解剖例 CPC １回／生検例検討会 １7 回

　・

　・

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・LDLアフェレシス療法 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

1,375,000
補
委

1,400,000
補
委

3,000,000
補
委

3,000,000
補
委

3,000,000
補
委

37,675,300
補
委

39,000,000
補
委

25,540,000
補
委

200,000
補
委

14,821,560
補
委

81,967,600
補
委

12,350,000
補
委

117,000,000
補
委

70,000,000
補
委

2,400,000
補
委

3,510,000
補
委

（AMED）薬剤性間質性肺炎・重
症薬疹に関するバイオマーカー
候補の適格性確認と規制要件案
の作成に関する研究

阿部　理一郎 皮膚科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）網羅的ゲノム解析と
インフォマティクス統合解析に
よる認知症の新規病態解析

池内　健 脳神経内科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

エイズ患者・ＨＩＶ感染者の歯
科医療体制整備に向けた調
査研究

児玉　泰光 顎顔面口腔外科 新潟県

（AMED）TREX1発現制御と
老化関連分泌表現型（SASP）
に着目した遺伝性脳小血管
病:RVCLの病態解明

小野寺　理 脳神経内科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）ポリグルタミン病に対
する蛋白質凝集阻害薬の第
Ⅱ相試験

小野寺　理 脳神経内科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）ADR-001を用いた
Child-Pugh Aの肝硬変患者
を対象とした医師主導治験

寺井　崇二 消化器内科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）培養自家骨膜細胞
移植による広範囲顎骨再建
の第1相医師主導治験

永田　昌毅
高度医療開発セン
ター

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

関東・甲信越地方ブロックエ
イズ対策促進事業における調
査研究事業

茂呂　寛 感染管理部 新潟県

エイズ治療拠点病院治療促
進事業における調査研究事
業

茂呂　寛 感染管理部 新潟県

（AMED）「肺非結核性抗酸菌
症に対する GM-CSF吸入療
法」の開発に向けた特定臨床
研究

菊地　利明
呼吸器・感染症内科・
心療内科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）ステロイド全身療法により効果不十
分であったスティーヴンス・ジョンソン症候群
（SJS）及び中毒性表皮壊死症（TEN）患者を
対象とするエタネルセプト療法

阿部　理一郎 皮膚科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

①基礎研究：聴覚伝導路を用いた感覚代行
システムの開発と平衡リハビリトレーニングプ
ログラムの作成　②臨床研究：慢性めまい診
断における自覚的垂直位検査の意義

堀井　新
耳鼻咽喉・頭頸部外
科

新潟県

神経再生を誘導する末梢血
単核球保護極性獲得の機序

金澤　雅人 脳神経内科 新潟県

(JST)食の未来を拓く革新的
先端技術の創出に関する国
立大学法人新潟大学による
研究開発

細島　康宏 病態栄養学講座

国立研究開
発法人科学
技術振興機
構

水俣病、緑内障眼におけるコ
ントラスト感度と視覚の質
（QOV）の関係

福地　健郎 眼科 新潟県

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元
(JST)科学的エビデンスに基
づく「フィジカルエイジR」（体
力年齢）の確立ならびに社会
実装に向けた製品化

曽根　博仁
血液･内分泌･代謝内
科

国立研究開
発法人科学
技術振興機
構

（様式第3）



74,001,200
補
委

29,900,000
補
委

19,500,000
補
委

3,900,000
補
委

13,500,000
補
委

390,000
補
委

8,450,000
補
委

2,600,000
補
委

10,000
補
委

585,000
補
委

5,200,000
補
委

13,000,000
補
委

19,500,000
補
委

65,000
補
委

300,000
補
委

260,000
補
委

972,000
補
委

200,000
補
委

32,500,000
補
委

低身長を伴った思春期早発
症症例における遺伝学的原
因および臨床像の検討

長崎　啓祐 小児科

国立研究開
発法人国立
成育医療研
究センター

（AMED）調整費分　メガリンを
ターゲットにした急性腎障害
および慢性腎臓病の創薬研
究

斎藤　亮彦 小児科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）新生児マススクリー
ニング対象拡充のための疾
患選定基準の確立

齋藤　昭彦 小児科

国立研究開
発法人国立
成育医療研
究センター

不妊症患者の実態と生殖補
助医療技術による妊孕性の
向上に関する研究

榎本　隆之 産科婦人科 新潟県

（AMED）子宮頚癌ⅠB期-Ⅱ
B期根治手術例における術後
放射線治療と術後化学療法
の第Ⅲ相ランダム化比較試験

榎本　隆之 産科婦人科
静岡県立静
岡がんセン
ター

（J-DREAMS）電子カルテ情報活
用型多施設症例データベースを
利用した糖尿病に関する臨床情
報収集に関する研究

曽根　博仁
血液･内分泌･代謝内
科

国立研究開
発法人国立
国際医療研
究センター

（AMED）進行性核上性麻痺と大脳皮質基
底核変性症を対象とした多施設共同前向き
コホート研究による質の高い診療エビデンス
の構築

池内　健 脳神経内科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）血清エクソソーム内
細菌・真菌成分のアレルギー
疾患発症への関与の解明

阿部　理一郎 皮膚科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）国内流行HIV及びそ
の薬剤耐性株の長期的動向
把握に関する研究

茂呂　寛 感染管理部

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）認知症層別化のた
めの体液バイオマーカー測
定項目及び方法の標準化

池内　健 脳神経内科

地方独立行政
法人東京都健
康長寿医療セ
ンター

（AMED）新型インフルエンザ
等重症呼吸器感染症の臨
床・病理学的解析に基づく診
断・治療に係る国際連携研究

齋藤　昭彦 小児科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

洞不全症候群・心房細動の
関連遺伝子単離と機能解析：
J-PRES3

八木原　伸江
高次救命災害治療セ
ンター

国立研究開
発法人国立
循環器病研
究センター

（AMED）髄液・血液バイオ
マーカーとAPOE遺伝子開示
の検討

池内　健 脳神経内科

地方独立行政
法人東京都健
康長寿医療セ
ンター

（AMED）メガリンをターゲット
にした急性腎障害および慢
性腎臓病の創薬研究

斎藤　亮彦 小児科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）【近畿大学繰越用】
ポリグルタミン病に対する蛋
白質凝集阻害薬の第Ⅱ相試
験

小野寺　理 脳神経内科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）国際共同研究ネットワー
クによる家族性アルツハイマー病
に関する多元的臨床データ収集
とトランスレーショナル研究

池内　健 脳神経内科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）ウェアラブルデバイ
スを用いて“噛む”を行動変
容することによる食生活の適
正化

小野　高裕 義歯診療科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）抗線維化・再生誘導剤の開発：臨
床を見据えた肝硬変に対する間葉系幹細胞
由来のエクソソームを用いた次世代治療法
開発への基盤研究

寺井　崇二 消化器内科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

（AMED）HPVワクチン有効性
の評価のための大規模疫学
研究

榎本　隆之 産科婦人科

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構
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独立行政法
人日本学術
振興会

臓器選択的ハイドロダイナミッ
ク遺伝子導入法の新規膵癌
遺伝子治療法への応用

上村顕也 消化器内科
独立行政法
人日本学術
振興会

SOCS3が制御する高脂肪誘
発性myeloid hematopoiesisの
機序

牛木隆志
輸血・再生・細胞治療
センター

独立行政法
人日本学術
振興会

膠芽腫に対する代謝リプログ
ラミングおよびmTORを標的と
した効果的薬物療法の確立

江田岳誉 薬剤部
独立行政法
人日本学術
振興会

口腔粘膜重層培養系を用い
たmTOR阻害剤による口内炎
発症機序の解明

北村信隆
臨床研究推進セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

口腔癌進展における癌関連
線維芽細胞（CAF)の機能解
明

船山昭典 口腔再建外科
独立行政法
人日本学術
振興会

顎口腔運動学習による嚥下
関連高次脳ネットワーク再構
築を検証する

真柄仁 摂食嚥下機能回復部
独立行政法
人日本学術
振興会

3D画像を用いた新しい口蓋
裂咬合評価システムの構築

児玉泰光 顎顔面口腔外科
独立行政法
人日本学術
振興会

ヒト歯髄の創傷治癒過程にお
けるM2マクロファージとシュワ
ン細胞の相互作用の解明

吉羽永子 歯の診療科
独立行政法
人日本学術
振興会

咀嚼時の情動変化が脳賦活
に与える影響

長谷川陽子 義歯診療科
独立行政法
人日本学術
振興会

卵巣癌肝転移における直腸
間膜リンパ節転移を経由した
新たな転移経路の解明

中野雅人 第一外科
独立行政法
人日本学術
振興会

胃癌マイクロサテライト不安定
性評価の検証と薬物治療に
おける臨床的意義の解明

羽入隆晃 第一外科
独立行政法
人日本学術
振興会

胃癌発生腺管の3D組織構築
と遺伝子解析からの検討

八木一芳
魚沼地域医療教育セ
ンター（消化器内科）

独立行政法
人日本学術
振興会

小腸絨毛基底膜における
「窓」の脂肪吸収に対する調
節機能の解明

横山純二 第三内科
独立行政法
人日本学術
振興会

シヌクレイノパチー前駆症状
に関与する口腔微生物神経
毒の定量的検討

小澤鉄太郎 神経内科

周産期の母親から子への愛
着形成に影響を与える精神
医学的・産科学的因子の同
定

福井直樹 精神科
独立行政法
人日本学術
振興会

パーキンソン病発症予防のための運動症状
発症前biomarkerの特定のための研究（The
Japan Parkinson's Progression Markers
Initiative（通称：J-PPMI））

池内　健 脳神経内科

国立研究開発法人国立精

神・神経医療研究センター，

国立大学法人京都大学，国

立大学法人大阪大学，学校

法人順天堂，国立大学法人

東海国立大学機構

次世代シークエンサーを用い
た癌ゲノム医療システム基盤
構築に関する研究

若井　俊文 消化器外科 新潟県

医師主導治験AMCAD試験
の体制整備事業（AMCAD試
験：患者リクルート）

小野寺　理 脳神経内科

国立研究開
発法人国立
循環器病研
究センター

摂食・嚥下障害者用介護用
品・食品等の開発

井上　誠
口腔リハビリテーショ
ン科

にいがた摂
食嚥下障害
サポート研
究会
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小児がん患者のレジリエンス
獲得のプロセス解明と必要と
される心理社会的支援の構
築

岩渕晴子 小児科
独立行政法
人日本学術
振興会

安全で有効かつ、いつでも誰
でも使えるCAR-NK細胞療法
の新規開発

今村勝 小児科
独立行政法
人日本学術
振興会

子宮内胎児発育不全の発症
予防を目的とした遺伝子多型
と嗜好品摂取との相互作用解
析

能仲太郎 産科婦人科
独立行政法
人日本学術
振興会

同種造血細胞移植の再発率
低下を目指したリハビリテー
ション法の確立

柴崎康彦 高密度無菌治療部
独立行政法
人日本学術
振興会

外傷歯における神経伝達シ
グナルと人為的血流調節によ
る歯髄静的幹細胞賦活化の
試み

大島邦子
小児歯科・障がい者
歯科

独立行政法
人日本学術
振興会

自発性異常味覚の苦味の正
体にせまる

船山さおり 加齢歯科診療室
独立行政法
人日本学術
振興会

生理機能亢進細胞混合移植
とレドックス制御による長期骨
量維持可能な骨増生法開発

秋葉奈美 冠・ブリッジ診療科
独立行政法
人日本学術
振興会

顎変形症患者における鼻咽
腔領域における気道形態変
化のシミュレーションモデルの
考案

長谷部大地 口腔再建外科
独立行政法
人日本学術
振興会

早産児の消化管成熟に向け
た治療戦略：肺サーファクタン
トと胎脂を用いた動物実験

西島浩二
総合周産期母子医療
センター

独立行政法
人日本学術
振興会

単一細胞シークエンスを用い
た卵巣類内膜癌の発症機序
の解明

安達聡介
総合周産期母子医療
センター

独立行政法
人日本学術
振興会

膵癌患者の免疫微小環境に
おける脂質メディエーター分
子の役割と臨床的意義

滝沢一泰
高次救命災害治療セ
ンター

独立行政法
人日本学術
振興会

成人期脊柱変形の進行メカ
ニズム～骨格筋減少に着目
した大規模コホート研究

渡邊慶 整形外科
独立行政法
人日本学術
振興会

新規リン代謝マーカー：ポリリ
ン酸と腎臓病で増悪する感染
症の関連

山本卓 腎・膠原病内科
独立行政法
人日本学術
振興会

炎症性腸疾患に合併する大
腸癌における遺伝子変異に
基づいた新しい診断・治療法
の確立

中野麻恵
がんゲノム医療セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

血球吸着モデルを用いた
LAM患者におけるシロリムス
最適薬用量決定法の提案

田中崇裕
臨床研究推進セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

23Na-MRIを用いたネフロー
ゼ症候群の病態生理の解析

忰田亮平 腎・膠原病内科
独立行政法
人日本学術
振興会

次世代シークエンスを用いた
致死性不整脈の新たな原因
遺伝子の探索

八木原伸江 第一内科
独立行政法
人日本学術
振興会

肺MAC症におけるバイオ
マーカーCXCL10の有用性に
ついて

茂呂寛 感染管理部
独立行政法
人日本学術
振興会

心室細動の発症、維持、再発
に関与する解剖学的基盤を
標的とした新たな治療法の開
発

飯嶋賢一 循環器内科
独立行政法
人日本学術
振興会
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細胞外基質環境下における
腫瘍特異的なCD73誘導低酸
素応答性増殖機構の解明

丸山智
病理部(歯科担当)・歯
科病理検査室

独立行政法
人日本学術
振興会

歯周炎による関節リウマチ発
症・悪化機序の解明－自己
抗体の機能的糖鎖修飾の関
与－

小林哲夫 歯科総合診療科
独立行政法
人日本学術
振興会

規格化ナノ構造チタンによる
接着蛋白質を介した組織形
成制御可能な生体材料開発

秋葉陽介
義歯(冠・ブリッジ)診
療室

独立行政法
人日本学術
振興会

ABO血液型不適合腎移植に
おける糖鎖アレイを用いた新
規血液型抗体測定法の臨床
応用

田崎正行 泌尿器科
独立行政法
人日本学術
振興会

がん幹細胞と微小環境の相
互作用を標的とした婦人科悪
性腫瘍の新規治療法の探索

石黒竜也 産科婦人科
独立行政法
人日本学術
振興会

小児腰痛の心理社会的要因
および生活の質との関連性に
関する研究

平野徹
魚沼地域医療教育セ
ンター

独立行政法
人日本学術
振興会

関節内の細胞外小胞体によ
る局所恒常性維持の機序解
明

目良恒
魚沼地域医療教育セ
ンター（整形外科）

独立行政法
人日本学術
振興会

変異シグネチャー解析による
固形癌の塩基置換パターン
分類の確立及び臨床的意義
の解明

廣瀬雄己 第一外科
独立行政法
人日本学術
振興会

良悪性中間群骨軟部腫瘍に
おける免疫環境の解析と新規
治療法の開発

生越章
魚沼地域医療教育セ
ンター準備室（整形
外科）

独立行政法
人日本学術
振興会

致死的合併症であるIFALD
予防を網羅した短腸症候群
に対する新規細胞治療の確
立

高橋良彰 小児外科
独立行政法
人日本学術
振興会

直腸癌化学放射線療法後の
臨床的完全奏効に対する新
規サーベイランス方法の確立

島田能史 消化器・一般外科
独立行政法
人日本学術
振興会

遺伝子導入によるラット胆管
癌モデルの確立と浸潤能評
価による病態マーカー開発

五十嵐聡
光学医療診療部（消
化器内科）

独立行政法
人日本学術
振興会

HGDラット膵癌モデルのエク
ソソームプロテオーム解析に
よる膵癌バイオマーカー研究

林和直 消化器内科
独立行政法
人日本学術
振興会

ステロイドホルモンならびにペ
プチドホルモンによるうつ病
難治化機序の解明

鈴木雄太郎 精神科
独立行政法
人日本学術
振興会

放射線治療における不確かさ
要因を考慮した高精度線量
評価システムの開発

棚邊哲史 放射線治療科
独立行政法
人日本学術
振興会

細胞外小胞の臓器特異性に
着目した視神経脊髄炎関連
疾患の再発予測の確立

佐治越爾 神経内科
独立行政法
人日本学術
振興会

多系統萎縮症の3つの病態を
反映し，早期診断を可能とす
るバイオマーカーの検討と確
立

徳武孝允 神経内科
独立行政法
人日本学術
振興会

ALSのTDP-43病理多型を規
定する遺伝的因子の探索

石原智彦 脳神経内科
独立行政法
人日本学術
振興会

老化細胞を標的とした新規ア
ルツハイマー治療の開発

須田将吉 第一内科
独立行政法
人日本学術
振興会
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臓器間ネットワークを介したセ
ロトニン発現変化の肝病態
マーカーとしての有用性の検
証

薛徹 第三内科
独立行政法
人日本学術
振興会

早期再分極による心房性不
整脈基質に関する多面的解
析と新たな治療戦略の構築

長谷川祐紀 第一内科
独立行政法
人日本学術
振興会

腫瘍周囲肺のテクスチャ解析
を用いた肺癌の新しい予後
予測法の確立

山崎元彦 放射線部
独立行政法
人日本学術
振興会

非アルコール性脂肪肝炎に
おける肝細胞内のミトコンドリ
アDNAコピー数と機能評価

荒生祥尚 第三内科
独立行政法
人日本学術
振興会

骨質マーカーによる進行性下
顎頭吸収発症リスク評価法の
確立

齋藤大輔 口腔再建外科
独立行政法
人日本学術
振興会

二段階口蓋形成手術法にお
ける硬口蓋閉鎖時期の検討
－長期言語成績による分析
－

大湊麗 言語治療室
独立行政法
人日本学術
振興会

高齢者における光治療応用
はスケーリング後菌血症によ
る生体応答変化を防げる
か？

保苅崇大
総合臨床研修セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

特異的分子発現を利用したヒ
ト口唇および赤唇インビトロモ
デル開発とその有効性の検
証

上野山敦士 顎顔面口腔外科
独立行政法
人日本学術
振興会

持続性知覚性姿勢誘発めま
いの病態解明

八木千裕
耳鼻咽喉・頭頸部外
科

独立行政法
人日本学術
振興会

PCSK9は歯周治療効果を評
価する新たなバイオロジカル
マーカーとなるか？

宮沢春菜
臨床研究推進セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

形態、アライメント、運動から
見た変形性膝関節症の発
症、進行メカニズムの解明

望月友晴 整形外科
独立行政法
人日本学術
振興会

頚髄損傷患者における3DAC
画像を用いた軸索再生の可
視化と臨床機能との相関解析

浦川貴朗 整形外科
独立行政法
人日本学術
振興会

国内におけるパレコウイルス
A3の前方視的疫学調査

相澤悠太 小児科
独立行政法
人日本学術
振興会

下行性抑制系のセロトニン経
路に対するガバペンチンの作
用の解明

柳村春江 麻酔科
独立行政法
人日本学術
振興会

3次元画像解析による脊柱靭
帯骨化症の骨化進展：骨代
謝動態を含めた包括的解析

勝見敬一 整形外科
独立行政法
人日本学術
振興会

放射線治療における照射時
間を加味した新たな生物学的
線量評価システムの開発

中野永 放射線診断科
独立行政法
人日本学術
振興会

セラミドによる免疫制御機構
を応用した膵島移植における
膵島生着延長の試み

小林隆 第一外科
独立行政法
人日本学術
振興会

革新的動体追跡放射線治療
に向けたクリップマーカーの
開発および臨床応用

川口弦 放射線治療科
独立行政法
人日本学術
振興会

費用対効果分析の実用上の
問題点に対する統計学理論
による解決策の検討

赤澤宏平 医療情報部
独立行政法
人日本学術
振興会



1,300,000
補
委

2,210,000
補
委

1,690,000
補
委

1,820,000
補
委

1,430,000
補
委

1,430,000
補
委

1,170,000
補
委

1,430,000
補
委

1,690,000
補
委

650,000
補
委

520,000
補
委

780,000
補
委

1,430,000
補
委

1,040,000
補
委

2,080,000
補
委

1,430,000
補
委

1,820,000
補
委

2,080,000
補
委

2,080,000
補
委

歯根膜線維の組織化が細胞
外微小環境として幹細胞分
化に及ぼす影響の解明

井田貴子 冠・ブリッジ診療科
独立行政法
人日本学術
振興会

次世代主要切削器具としての
ジルコニアドリルの臨床的優
位性を多面的に検討する

三谷咲貴
総合臨床研修セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

血管の偏在による局所的低
酸素が歯根膜の線維形成に
及ぼす影響の解明

河村篤志 顎関節治療部
独立行政法
人日本学術
振興会

長期徐放型LDDS製剤として
の抗菌ペプチド含有ナノメ
ディシンの機能評価

佐藤圭祐
総合臨床研修セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

光干渉式断層撮影を利用し
た培養口腔粘膜の非侵襲
的、定量的品質評価方法の
確立

鈴木絢子
小児歯科・障がい者
歯科

独立行政法
人日本学術
振興会

多能性幹細胞から分化誘導
した神経オルガノイドによる末
梢神経再建

小川和也 消化器内科
独立行政法
人日本学術
振興会

自家培養骨膜を用いた骨欠
損、骨露出部の治療戦略に
関する基礎研究

浅倉辰則 形成・美容外科
独立行政法
人日本学術
振興会

重症喘息を合併する好酸球
性副鼻腔炎に対する生物学
的製剤の治療効果の検討

新堀香織
総合臨床研修セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

副甲状腺の自家蛍光を利用
した探索システムの開発

高橋剛史
耳鼻咽喉・頭頸部外
科

独立行政法
人日本学術
振興会

ペントースリン酸経路を基軸と
した卵巣がん幹細胞の治療
抵抗性獲得機構の解明

山脇芳
総合周産期母子医療
センター

独立行政法
人日本学術
振興会

マウス前庭野の同定と前庭障
害後の前庭野の可塑性の評
価

小木学
耳鼻咽喉・頭頸部外
科

独立行政法
人日本学術
振興会

KRAS遺伝子変異を有する脳
動静脈奇形の病態解明と分
子標的治療の確立

齋藤祥二 脳神経外科
独立行政法
人日本学術
振興会

海馬硬化症のてんかん原性
機構におけるGAP-43のリン
酸化解析

岡田正康 脳神経外科
独立行政法
人日本学術
振興会

神経障害性痛における脊髄
―大脳皮質神経活動連関と
グリア細胞活性化制御の影響

番場景子 麻酔科
独立行政法
人日本学術
振興会

頚部内頚動脈狭窄症におけ
るプラーク破綻同定のバイオ
マーカー開発

安藤和弘 脳神経外科
独立行政法
人日本学術
振興会

グルコシルセラミド分子機構
の乳癌免疫微小環境におけ
る役割と臨床的意義

諸和樹 消化器外科
独立行政法
人日本学術
振興会

脊髄Ⅹ層における慢性疼痛
発症過程で生じるシナプス可
塑性変化の病態解明

大橋宣子 麻酔科
独立行政法
人日本学術
振興会

反復運動負荷による気道収
縮と気道リモデリングのメカニ
ズムについて

月岡啓輔 第二内科
独立行政法
人日本学術
振興会

Precision Medicineを目指す
アトピー性皮膚炎モデルシス
テムの確立

林良太 皮膚科
独立行政法
人日本学術
振興会
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重症薬疹の早期バイオマー
カーgalectin-7の迅速診断
キットの開発と臨床応用

濱菜摘 皮膚科
独立行政法
人日本学術
振興会

右室心筋におけるヒストン修
飾因子「SF3B1」の発現傾向と
心不全の可逆性

杉本愛 呼吸器外科
独立行政法
人日本学術
振興会

抗CD38抗体でのマクロファー
ジ活性抑制を介した半月体
形成糸球体腎炎の治療

大塚忠司
腎･膠原病内科学分
野

独立行政法
人日本学術
振興会

重症薬疹の病態解明と新規
バイオマーカーの開発

長谷川瑛人 皮膚科
独立行政法
人日本学術
振興会

肝線維化・再生における肝細
胞間密着接合の変化とその
意義の解明

阿部寛幸 消化器内科
独立行政法
人日本学術
振興会

TTF-1の網羅的エピゲノム解
析に基づくEGFR-TKI耐性獲
得機序の解明

穂苅諭 呼吸器・感染症内科
独立行政法
人日本学術
振興会

パレコウイルスA3に対する母
乳の抗ウイルス効果の検討

泉田亮平 小児科
独立行政法
人日本学術
振興会

PNPLA4機能不全がもたらす
ミトコンドリア異常症及び乳児
突然死の発症機序解明

入月浩美 小児科
独立行政法
人日本学術
振興会

単球の化学的分化転換を利
用した生体内神経再生療法
の確立

二宮格 脳神経内科
独立行政法
人日本学術
振興会

転移性脳腫瘍放射線治療後
の認知機能予測指標の開発

中野智成 放射線診断科
独立行政法
人日本学術
振興会

慢性高インスリン血症の適切
な評価法の確立と本邦2型糖
尿病の再分類

松林泰弘 内分泌・代謝内科
独立行政法
人日本学術
振興会

歯科治療におけるinvisible
technical tipsの科学的分析

佐藤拓実 歯周病科
独立行政法
人日本学術
振興会

内因性カンナビノイド機構の
中枢性制御に着目した神経
障害性疼痛の新規治療戦略

上村藍太郎 矯正歯科
独立行政法
人日本学術
振興会

モーションキャプチャ・システ
ムを用いた歯科診療動作の
定量的解析

中村太
総合臨床研修セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

舌圧と口唇・頬圧の同時測定
による骨格性開咬症の新たな
機能的解析法の確立

栗原加奈子 矯正歯科
独立行政法
人日本学術
振興会

口腔癌とがん関連線維芽細
胞の3次元培養による非侵襲
的癌浸潤解析モデルの確立

齋藤夕子（原夕子） 顎顔面口腔外科
独立行政法
人日本学術
振興会

 介護食の摂食嚥下動態に影
響を与える摂食嚥下能力の
客観的指標の解析

村上和裕 義歯診療科
独立行政法
人日本学術
振興会

下顎形成における一次線毛
の機能解析　ーメッケル軟骨
を通してー

永井孝宏
総合臨床研修セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

免疫寛容破綻を起点とした歯
科金属アレルギー発症機序
の可能性探索

江口香里 冠・ブリッジ診療科
独立行政法
人日本学術
振興会
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糖尿病患者での血糖及び食
事・身体活動モニタリングの
有効性検証の臨床介入試験

北澤勝 第一内科
独立行政法
人日本学術
振興会

歯科金属アレルギーによる乾
癬症状増悪・継続機序の解
明

高岡由梨那
総合臨床研修セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

周産期のうつ病や自殺予防
のためのオンライン診療シス
テムの構築

橋尻洸陽
総合臨床研修セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

自己免疫性肺胞蛋白症の病
態におけるIgA型抗GM-CSF
自己抗体の関与について

島賢治郎 第二内科
独立行政法
人日本学術
振興会

胃食道逆流による咀嚼・嚥下
変調機序の解明

吉原翠 摂食嚥下機能回復部
独立行政法
人日本学術
振興会

口腔機能発達不全の"定量
化"：エラストグラフィによる咀
嚼機能評価法の確立

高橋功次朗 矯正歯科
独立行政法
人日本学術
振興会

わが国におけるドラッグラグの
現状と課題

田中基嗣
臨床研究推進セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

超音波エラストグラフィとドプ
ラ画像による舌癌進展範囲の
評価法の確立

新垣元基 顎顔面口腔外科
独立行政法
人日本学術
振興会

食具を使用した捕食動作に
おける口腔機能の発達過程
を探る

中島努
小児歯科・障がい者
歯科

独立行政法
人日本学術
振興会

ラット下顎骨延長モデルを用
いた進行性下顎頭吸収の予
防・治療法の検討

須田大亮 口腔再建外科
独立行政法
人日本学術
振興会

末梢組織損傷部位のスフィン
ゴシン１リン酸は神経障害性
疼痛の発生に関与するか

金丸博子（塚田博
子）

歯科麻酔科
独立行政法
人日本学術
振興会

歯科金属アレルギーと乾癬の
免疫学的共通因子の探索

高岡由梨那
総合臨床研修セン
ター

独立行政法
人日本学術
振興会

食後血糖値に対する咀嚼回
数，唾液量およびアミラーゼ
活性の影響

上原文子 義歯診療科
独立行政法
人日本学術
振興会

舌運動と舌圧の同時計測に
よる咀嚼時の舌機能評価

兒玉匠平 義歯診療科
独立行政法
人日本学術
振興会

咽喉頭酸逆流による嚥下誘
発・咀嚼動態の変調および
TRPM8刺激による影響の検
証

吉原翠 摂食嚥下機能回復部
独立行政法
人日本学術
振興会

SiC長繊維と短繊維を組み合
わせた力学的等方性を持つ
新規繊維強化型レジンの開
発

高昇将 予防歯科
独立行政法
人日本学術
振興会

疾患モデル動物を用いた「サ
ルコペニアの摂食嚥下障害」
の生理学的検証

那小屋公太 摂食嚥下機能回復部
独立行政法
人日本学術
振興会

XCL1発現に着目した卵巣成
熟嚢胞性奇形腫悪性転化症
例に対する新規治療戦略の
構築

田村亮 産科婦人科
独立行政法
人日本学術
振興会

組織選択的統合オミックス解
析による子宮内膜症関連卵
巣癌の病態解明と新規治療
開発

須田一暁
総合周産期母子医療
センター

独立行政法
人日本学術
振興会
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細胞品質が担保された再生
医療に用いる口腔粘膜上皮
細胞の効率的増殖法の確立

干川絵美 歯周病科
独立行政法
人日本学術
振興会

口腔ピロリ菌は胃がんの原因
となるか？磁気ビーズを用い
たDNA解析による検索

永田量子 歯の診療科
独立行政法
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マーを利用した簡易な
診断

糖尿病患者の朝夕食の
摂食エネルギーおよび
主要栄養素摂取量と、
疾患特異的およびすべ
ての原因による死亡率と
の関連：2003～2014年
米国国民栄養健康調査
より

松林泰弘、藤
原和哉、曽根
博仁

内分泌・代謝内科
新潟県医師会報.
2022;863:11-13

慢性高インスリン血症の
反映指標でもあるメタボ
陸シンドローム脂肪肝の
存在が心血管疾患発症
に与える影響について

斎藤啓輔、矢
口雄大、滝澤
祥子 他

内分泌・代謝内科
日本内分泌学会雑誌.
2021;S.Update(97):38-40

瀧澤淳 血液内科
日本臨床. 2021.11;(0047-
1852)79巻11号 Page1720-
1724

粘液水腫性昏睡に急性
膵炎を合併した一例

慢性リンパ性白血病とそ
の類縁疾患の予後予測
因子
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須田大亮，竹
内玄太郎，丸
山　智 他

口腔再建外科
日口外会誌 2022年1月
68:1: 8-14

竹中彰治 歯の診療科

日本歯科保存学雑誌
(Japanese Journal of
Conservative Dentistry
(Web))，2022;65・1：21-24

広範な口腔潰瘍を契機
に診断に至った多発血
管炎性肉芽腫症の1例

口腔バイオフィルムとの
共存をコンセプトとした
バイオフィルム制御材の
開発．

須田大亮, 原
太一, 齋藤大
輔 他

口腔再建外科
 新潟歯会誌.  2021年6月
51:1：39-43

下顎骨関節突起骨折に
対するHigh
perimandibular
approachを用いた観血
的整復固定術.

田沼順一 病理部
診断病理(1345-6431)38巻
2号 Page136-
145(2021.04)

岸本直隆, 瀬
尾憲司

歯科麻酔科
日本歯科医師会雑誌．
2021;74(2):17-26.

口腔細胞診のベセスダ
システム　NILM、
LSIL(OLSIL)、
HSIL(OHSIL)、SCCの
鑑別点

歯科医院における患者
急変対応の習得を目的
とした歯科麻酔学教育

佐藤 拓実,
野村 みずき,
都野 さやか
他

歯科総合診療科
日本歯科医学教育学会雑
誌.2021.12;37・3:93-101
（オンライン）

長谷川 真奈,
伊藤 晴江,
奥村 暢旦 他

歯科総合診療科
日本歯科医学教育学会雑
誌.2021.4;37-1:3-10（オン
ライン）

研修歯科医の下顎総義
歯内面適合診査におけ
る強圧部分の判断に関
する臨床技能教育方法
の検討

歯科衛生士による研修
歯科医の診療パフォー
マンス評価の試み
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田中　裕, 瀬
尾憲司, 村松
公美子 他

歯科麻酔科
慢性疼痛, 40(1):189-196,
2021.

堀井　新 耳鼻咽喉・頭頚部外科
日本耳鼻咽喉科頭頸部外
科学会会報. 2021.08;
124(8): 1210-1214

口腔顔面痛の病態診断
としてのPain DETECT
の有用性

専攻医トレーニング講
座：慢性めまいの鑑別
診断

森田　由香 耳鼻咽喉・頭頚部外科
Otology Japan. 2021.12;
31(4):365-370

【ANCA関連血管炎性
中耳炎(OMAAV):診断
アップデート】ANCA関
連血管炎性中耳炎
(OMAAV)診断における
鼓膜スコア(SCoring
system for OMAAV
Tympanic membrane、
SCOT)の有用性

堀井　新 耳鼻咽喉・頭頚部外科
Equilibrium Res. 2021.08;
80(4): 261-263

堀井　新 耳鼻咽喉・頭頚部外科
日本内科学会雑誌.
2021.12; 110(12):2567-
2573

めまい平衡検査の原点
から現状、そして未来へ
心理検査

【内科医が知っておくべ
き境界領域疾患】内科
医が知っておくべき耳
鼻咽喉科疾患(めまい
編:BPPV、PPPD、突発
性難聴、メニエール病
等)

堀井　新 耳鼻咽喉・頭頚部外科
日本耳鼻咽喉科頭頸部外
科学会会報. 2021.09;
124(9): 1313-1314

堀井　新 耳鼻咽喉・頭頚部外科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科.
2021.11; 93(12): 968-972

専門医スキルアップ講
座　めまい疾患の新しい
診断基準と診断の進め
方

【必読!メニエール病の
新分類とその周辺疾患】
フローチャートによるめ
まい診断　急性めまいと
慢性めまい
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森田 由香,
北澤 明子,
八木 千裕 他

耳鼻咽喉・頭頚部外科
日本耳鼻咽喉科頭頸部外
科学会会報. 2022.03;
125(3):323-324

ANL Secondary
Publication　ANCA関連
血管炎性中耳炎の鼓膜
所見

笠原 靖史,
今井 千速

小児科
日本小児血液・がん学会
雑誌(2187-011X)58巻3号
Page185-193(2021.11)

斎藤浩一、木
下義晶、髙橋
良彰

小児外科
小児外科 53(11):1156-
1159,2021.

NK細胞の活性化受容
体を利用したキメラ抗原
受容体

Traumatic Surgery
Damage control surgery

今井千速． 小児科
BIO Clinica(0919-8237)36
巻12号 Page1155-
1159(2021.11)

笠原 靖史,
今井 千速

小児科
小児の脳神経(0387-
8023)46巻3号 Page211-
219(2021.08)

小児悪性固形腫瘍に対
するCAR-T細胞療法の
開発．

膠芽腫に対するCAR-T
細胞療法

森田　由香 耳鼻咽喉・頭頚部外科
日本耳鼻咽喉科頭頸部外
科学会会報. 2021.08;
124(8):1139-1143

廣嶋省太、林
雅子、澤野堅
太郎 他

小児科
日本小児科学会雑誌
125(8): 1205-1208, 2021

キャリア支援と働き方改
革　地方大学の医局長
の立場から

ヘパリン入り微量採血
管によりTSH受容体抗
体偽高値を呈した先天
性甲状腺機能低下症
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佐藤 弘恵、
近藤 直樹、
小林 大介 他

腎・膠原病内科
日本骨粗鬆症学会雑誌
2021 09;7(Suppl1):295

川島寛之 整形外科
日本整形外科学会雑誌
(0021-5325)96巻1号
Page53-62(2022.01)

膠原病リウマチ患者に
おける非定型大腿骨骨
折の前兆となる限局性
大腿骨外側骨皮質肥厚
の危険因子の検討

整形外科医が知ってお
くべき5大がんの特徴

小林 大介、
伊藤  聡、 村
澤  章 他

腎・膠原病内科
中部リウマチ 2021 11;
51(1):6-10

佐藤 弘恵、
黒澤 陽一、
長谷川絵理
子 他

腎・膠原病内科
中部リウマチ 2022 03;
51(2): 14-21

新潟県立リウマチセン
ターでの関節リウマチ患
者に対する生物学的製
剤の継続率の調査

高齢関節リウマチ患者
におけるサルコペニア・
フレイルの報告（第1報）

北條 雄暉, 
上村 博輝, 
大脇 崇史 他

消化器内科
 肝臓62巻11号 749-
755(2021.11)

若杉三奈子、
成田 一衛

腎・膠原病内科
日本腎臓学会誌 2021 05;
63(1): 179-186

脾動脈瘤破裂を契機に
C型肝炎治療に至った
肝硬変の1例

患者対透析スタッフ比
率と都道府県別標準化
死亡比:構造方程式モ
デリング

川島寛之 整形外科
新潟医学会雑誌. 2021年7
月. 第135巻・7号:111-117

他科との協働による骨
軟部肉腫診療
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当院における
APS(Autologous Protein 
Solution)投与の実際と
短期成績

大橋 正幸, 
渡辺 慶, 荒
引 剛 他

整形外科
新潟県医師会報(0912-
2796)862号 Page8-
9(2022.01)

渋谷 洋平, 
勝見 敬一, 
平野 徹 他

整形外科

整形外科最小侵襲手術
ジャーナル(1342-
3991)101号 Page38-
44(2021.12)

特発性側彎症における
椎体変形の3次元的評
価法の確立と骨代謝動
態からみた機序解明

高齢者脊椎脆弱性骨折
に対する最小侵襲後方
固定術

村山雄大、有
泉高志、生越
章 他

整形外科
整形外科(0030-5901)73巻
2号 Page141-143(2022.02

臨床室　Trousseau症候
群を呈した多形型平滑
筋肉腫の1例

谷藤 理, 望
月 友晴, 土
方 啓生 他

整形外科
日本人工関節学会誌
(1345-7608)51巻 
Page419-420(2021.12)

栗原 豊明, 
望月 友晴, 
西野 勝敏 他

整形外科
臨床バイオメカニクス
(1884-5274)42巻 Page1-
7(2021.10)

mobile medial pivot type 
TKAの術後三次元膝運
動解析

投球リリースポイントの
ばらつきには踏み出し
脚の膝・股関節・骨盤の
運動が関係する

田仕 英希, 
長谷川 和宏

整形外科
脊椎脊髄ジャーナル
(0914-4412)34巻11号 
Page675-680(2022.03)

添野竜也, 望
月 友晴, 谷
藤 理 他

整形外科
新潟整形外科研究会会誌 
37巻1号 Page29-
34(2021.12)

脊柱骨盤アライメントに
基づくヒト立位バランス
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弾性包帯を用いたTHA
周術期VTE対策の短期
成績

超音波像を用いた乳児
股関節一次検診の有用
性

まい・てくにっく　右肺門
における左右心房間溝
剥離のコツと注意点

一般企業における頸動
脈微小栓子シグナルを
用いた検診結果

今井　教雄，
野﨑　あさ
み，堀米　洋
二 他

整形外科
新潟整形外科研究会誌 
2021. 37: 35-38

村上 玲子, 
高橋 牧, 榮
森 景子 他

整形外科
日本小児整形外科学会雑
誌(0917-6950)30巻2号 
Page223-226(2021.12

土田　正則 呼吸器外科
胸部外科(0021-5252)74巻
4号 Page256(2021.04)

榛沢　和彦，
伊倉真衣子，
千葉　　寛

心臓血管外科
Neurosonology　34(1):4-
9， 2021

鈴木 勇人, 
今井 教雄, 
野崎 あさみ 
他

整形外科
東日本整形災害外科学会
雑誌.2022.03;34・1:33-36

仰臥位アプローチで行
う人工股関節置換術に
おける術中ステム前捻
角の評価

坂爪 佑輔, 
谷藤 理, 望
月 友晴 他

整形外科
JOSKAS(1884-8842)46巻2
号 Page296-297(2021.05)

谷藤 理, 望
月 友晴, 添
野 竜也 他

整形外科
JOSKAS(1884-8842)46巻2
号 Page256-257(2021.05)

前十字靱帯再建術前後
のMRIによる大腿四頭
筋断面積評価

フィブリンクロット併用鏡
視下半月板縫合術の治
療成績　多施設共同研
究
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(注) 1

2

前交通動脈瘤に対する
ステント併用コイル塞栓
術 - ステント留置血管
の選択とテクニックの詳
細

dAVF に対する Onyx 
TAE におけるバルーン
カテーテル活用法.

悪性神経膠腫における
免疫チェックポイント阻
害療法: 現状と可能性

発熱と白血球増多を伴
わず、脳出血で発症し
たStaphylococcus 
warneriによる感染性心
内膜炎の1例

脊髄における全身麻酔
薬（吸入および静脈麻
酔薬）の鎮痛メカニズム
特集 再訪：麻酔メカニ
ズム

脳神経外科の術後疼痛
管理の実際 術後痛管
理−その実際と最新の
知見−

長谷川仁 脳神経外科
脳血管内治療ブラッシュ
アップセミ ナー 2021

棗田学 脳神経外科
脳神経外科速報, 2022, 
32(2): 284- 289

種田 朝音, 
今野 卓哉, 
小野 純花 他

脳神経内科
臨床神経学.2021.08; 61・
8: 563-566

大橋宣子、河
野達郎

麻酔科
麻酔.2021.7月；70・7:732-
8

紙谷義孝、栗
田秀一郎

麻酔科
日本臨床麻酔学会
誌:2022.3月;42・2:168-74

長谷川仁 脳神経外科
脳血管内治療の進歩, 診
断と治療社, 2021,P28-36

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。
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高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有 ・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有 ・無 

・ 手順書の主な内容 

１．新潟大学における人を対象とする研究等倫理審査委員会規程 

２．研究等倫理審査委員会に関する標準業務手順書 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 １２回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

○有 ・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有 ・無 

・ 規定の主な内容 

１．国立大学法人新潟大学利益相反マネジメント規程 

２．新潟大学利益相反マネジメント委員会人を対象とする医学系研究等利益相反マネジメント専

門委員会細則 

３．新潟大学利益相反マネジメントガイドライン（人を対象とする医学系研究等） 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年 １２回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 １回 

 ・研修の主な内容 

１．令和３年度 研究倫理セミナー 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 新潟大学医歯学総合病院と県内多数の連携医療機関を循環するきわめて多彩な専門重点コース

から選択ができる。また、連携医療機関とのネットワークが形成されているため、専門領域にお

ける一般的な疾患の充分な研修が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数 医科88人，歯科0人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

猪又孝元 循環器内科 教授          34年  

曽根博仁 内分泌・代謝内

科 

教授           33年  

曽根博仁 血液内科 教授           33年  

成田一衛 腎・膠原病内科 教授           40年  

菊地利明 呼吸器・感染症

内科 

教授           33年  

菊地利明 心療内科 教授           33年  

寺井崇二 消化器内科 教授           33年  

寺井崇二 胆肝膵内科 教授           33年  

小野寺 理 脳神経内科 教授           36年  

西條康夫 腫瘍内科 教授           39年  

染矢俊幸 精神科 教授           40年  

齋藤昭彦 小児科 教授           32年  

若井俊文 消化器外科 教授           31年  

若井俊文 乳腺・内分泌外

科 

教授           31年  

白石修一 心臓血管外科 准教授           25年  

土田正則 呼吸器外科 教授           38年  

川島寛之 整形外科 教授           27年  

松田 健 形成・美容外科 教授 27年  
木下義晶 小児外科 教授 30年  
藤井幸彦 脳神経外科 教授 40年  
阿部理一郎 皮膚科 教授 29年  
冨田善彦 泌尿器科 教授 38年  



福地健郎 眼科 教授 38年  

堀井新 耳鼻咽喉・頭頚 

部外科 

教授 34年  

吉原弘祐 産科婦人科 教授 20年  
石川浩志 放射線治療科 教授 28年  
石川浩志 放射線診断科 教授 28年  
馬場 洋 麻酔科 教授 35年  
西山慶 救急科 教授  26年  
川島寛之 

 

リハビリテーシ

ョン科 

教授   27年  

味岡洋一 病理診断科 教授 39年  
藤井規孝 歯科総合診療科 教授 32年  
(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容・研修の期間・実施回数，研修の参加人数に関して 

別添1「2021年度 RICCAキャリア開発支援研修実績」を参照（対象研修：任意研修） 

 

 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

・研修の主な内容・研修の期間・実施回数，研修の参加人数に関して 

別添1「2021年度 RICCAキャリア開発支援研修実績」を参照（対象研修：基礎研修、ラダー別

研修、役割研修、看護補助者研修等） 

 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容・研修の期間・実施回数，研修の参加人数に関して 

別添2「他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況：令和3年度」を参照 

 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 

 2021年度 RICCAキャリア開発支援研修実績 【別添１】

研修
区分

対象 ラダー能力 内容・ねらい 研修担当 開催日 受講者数

①院内の看護記録の概要を理解できる 情報管理 記録のポイント
②看護診断の基礎知識が理解できる 問題解決型記録 NANDA看護診断

看護情報委員会
①4/5
②7/3

①60名
②60名

DocuMakerのアセスメント票を用いた各種スクリーニング方法の説明
演習(模擬患者について)

キャリアコアC 4/8 60名

Hiｓ端末操作演習 キャリアコアC 4/8・9 60名

重症度・医療看護必要度を理解し、入力することができる 看護情報委員会 4/5 61名

医療安全管理Ⅰ
安全管理マニュアルに沿った基本的看護技術を習得できる
安全管理の視点から「患者確認行動」「指示受け方法」が理解できる

医療安全管理部 4/5 61名

医療安全管理Ⅱ インシデント事例を振り返ろうーインシデントレポートの作成の意義と活用- 医療安全管理部 10/6・12 60名

院内マニュアルに沿った基本的な知識と技術を習得できる
・基本的手洗い、手指消毒の実際
・PPEの着脱演習 オムツ交換

感染管理部
感染管理CN

4/6 61名

基本的な口腔ケア技術を習得できる キャリアコアC 4/7 60名

院内における褥瘡管理について理解できる
褥瘡発生要因、褥瘡発生防止について理解できる
患者体験を通して褥瘡予防法を理解できる

皮膚排泄特定CN
①4/8
②5/19・20

①60名
②60名

糖尿病と治療について理解できる  インスリン療法について理解できる
低血糖と対処方法が理解できる
インスリン指示票の見方、血糖測定とインスリン注射の基本が理解できる

キャリアコアC 4/12 60名

輸血の基礎知識を理解し安全に実施できる キャリアコアC 4/14 60名

ユマニュチュード DVD視聴 キャリアコアC 4/8 60名

高齢者の特徴を理解し、介助の注意点が分かる キャリアコアC 5/18・19 60名

小児の呼吸・循環の観察ポイント、循環の異常・正常が理解できる
小児の検査に伴う鎮静時のポイントが理解できる

キャリアコアC
小児科看護師

5/11 60名

自己のメンタルヘルスケアに目を向けることができる
保健管理セン
ター産業医

①4/2
②5/18・19

①61名
②60名

看護職の倫理綱領
教育担当副部長
看護師長会

4/1 61名

接遇の基本と実践（言葉遣い、身だしなみ） 外部講師 4/5 61名

コミュニケーションⅠ コミュニケーションスキルの基本を理解できる キャリアコアC 4/6・７ 60名

コミュニケーションⅡ 援助的なコミュニケ―ションスキルを理解することができる キャリアコアC 7/3 60名

コミュニケーションⅢ
コミュニケーションスキルを活用し、ケアの受け手やチームの医療関係者と関係性を築き適切な情報交換が
できる

キャリアコアC 10/6・12 59名

STEPⅠ
車椅子移乗・寝衣交換

車椅子移乗移送 臥床患者の寝衣交換 キャリアコアC 4/7 60名

STEPⅠ
筋肉注射・皮下注射

筋肉注射と皮下注射を安全・清潔に実施できる キャリアコアC 4/12 60名

STEPⅠ 採血 真空採血管を安全・清潔に実施できる キャリアコアC 4/13 60名

STEPⅠ 酸素療法
酸素ボンベの取り扱いが安全に実施できる
アウトレットの使い方が分かる

キャリアコアC 4/9 60名

STEPⅡ
段階的課題提示型シミュレーション

STEPⅠで習得した点滴管理技術をベースにSTEPⅡでは患者設定を行い、グループディスカッションを踏ま
えて様々な気づきを得る
基本看護技術を応用したシミュレーション研修を通して、患者の個別性を考慮した看護ケアを考えることが
できる

キャリアコアC
6/7・8・9
14・15・16

60名

STEPⅢ
段階的課題提示型シミュレーション

STEPⅡの事例を発展させ多重課題事例を通し最適なケアの選択と実践を考える
PBL(Problem Based Learning)問題基盤型学習形式を一部取り入れた2日間のプログラムとし、第1日目では
グループディスカッションより課題を明確化し問題解決の手段を考え、第2日目ではグループディスカッショ
ンにより共通認識をもち、問題解決のプロセスを習得する。

キャリアコアC

1回目
11/1・4
2回目
12/1・2・6・7・
8・9

1回目：57名
2回目：57名

STEPⅠ・Ⅱ
静脈注射点滴管理
輸液ポンプシリンジポンプ

Ⅰ:点滴調合から実施の手順を安全・清潔に実施できる
Ⅱ：輸液ポンプとシリンジポンプの基本的操作方法を理解できる

キャリアコアC 4/14 60名

STEPⅢ：薬剤の基礎知識
STEPⅣ：がん化学療法の看護

Ⅲ:薬剤を取り扱う上で注意すべき薬剤とそのリスクについて理解できる
Ⅳ：がん化学療法を受ける患者の看護の基礎を理解できる

Ⅲ薬剤部薬剤師
Ⅳがん化学療法
CN

6/7・8・9
14・15・16

60名

STEP Ⅴ
静脈留置針の刺入

静脈留置針の刺入の基準手順を理解し、安全・清潔に実施できる キャリアコアC

11/8・9・10・
11･12・15・
16・17・18・
19・22・24・
25・26・29

57名

①バイタルサインズ
②循環器:心電図
③急変時初動

①ベッドサイドで行うバイタルサインの測定を正しく理解し実施できる
②心電図の異常・正常が判断できる
③急変時の応援要請方法を理解できる

キャリアコアC
①４/14
②5/11
③5/18・19

①60名
②60名
③60名

容態変化対応コースⅠ
患者の状態をフィジカルイグザミネーション（視診・触診・打診・聴診）を用いて情報収集を行い、アセス
メントができる。患者の状態を的確に報告できる

キャリアコアC 7/13・20・21 58名

BLS BLS・AEDの使用知識技術を習得できる キャリアコアC 58名

気道確保 気管内挿管に使用する器材の組み立て方法がわかる キャリアコアC 58名
組織的役割遂

行能力
組織を理解する 看護職の責務 看護部管理室

①11/1
②12/9

①28名
②42名

事例を通して自己の観察ポイントと意図を言語化する
グループメンバーやベテラン看護師の観察ポイントや観察意図について考える機会を得て点滴管理に必要な
観察ポイントとその意図を習得する

キャリアコアC ８/３・５・６・ 60名

プライマリー患者の看護過程をまとめる 看護情報委員会 11/26・12/24 57名

看護職として「1年後の自分」を思い描き、その実現のために自分がどのような目標を持ち、どのように行動
するのかを入職後の仲間とともに考える、

キャリアコアC 4/9 60名

院内レベルに応じた感染対策の基本的知識と技術を習得できる 感染管理CN 11/5 72名
１．急変または急変に結びつく可能性のある危険な徴候の観察・アセスメントができる
２．「ショックの５Ｐ」のフィジカルアセスメントが行える
３．急変時の初期対応ができる

集中ケアCN
救急看護CN
キャリアコアC

2/3・4 72名

日常の看護から考える倫理的問題 eラーニング視聴 教育委員会 9月～10月 72名

自己教育研究
能力

事例検討研修
根拠に基づいた看護実践を論文形式にまとめ、研究的視点を養う  ①文献検索 ②論文検討会

研究支援委員会
①7/12・19
②1/17・21

①71名
②71名

静脈注射

クリティ
カル看護

基
礎
研
修

2年目

7/13・20・21

組織における看護の責任Ⅰ

自己教育
研究能力

臨床実践応力
セルフモニタリングプログラム

事例に学ぶⅠ

キャリアデザイン研修Ⅰ

小児看護

①労働安全衛生教育
②メンタルヘルスケア

社会人・看護者の倫理

接遇

コミュニ
ケーショ
ン

①褥瘡ケアⅠ
②褥瘡ケアⅡ

糖尿病の基礎知識1.2

輸血の基礎知識

認知症の理解

高齢者看護

倫理研修Ⅰ

看護実践能力

感染管理Ⅱ

クリティカル看護
容態変化対応コースⅡ

事例に学ぶⅡ

看護職

研修名

1年目

看護実践能力

①看護記録1
②看護記録Ⅱ

各種スクリーニング

電子カルテ基礎・実践

重症度・医療看護必要度

医療安全

感染管理Ⅰ
感染防止の基礎技術

臨床技術
トレーニ
ング

口腔ケア

1/3



 

 2021年度 RICCAキャリア開発支援研修実績 【別添１】

研修
区分

対象 ラダー能力 内容・ねらい 研修担当 開催日 受講者数研修名

暫
定

レベル
Ⅱ

組織的役割遂
行能力

１．リーダーシップとは何かを知る
２．自部署において自分なりのリーダーシップをどのように発揮し行動できるかを考える

教育委員会
担当部会

7/28
10/15

28名
25名

臨床で発生したインシデント・アクシデントに対して、客観的に情報を整理して共有し、チームの一員とし
て、システム思考で分析と対策立案ができる。

看護安全管理
委員会

10月～12月の任
意の日時 45名

倫理上の問題に気づき、倫理的推論ができる ー倫理的意思決定プロセスを理解するー
教育委員会
担当部会

8/4
10/28

17名
15名

１．組織と組織役割を理解する
２．課題解決思考のプロセスを理解できる

看護師長会
11/1～12
12/9

28名
32名

アサーティブコミュニケーション （外部講師研修） 教育委員会 11/20 32名

看護実践における倫理  事例を通して倫理的推論からとるべき行動を考え、実践で活用できる
教育委員会
看護師長部会

11/9
11/30

10名
11名

ABCDEアプローチを使用して急変に結びつく危険な徴候を認識し、根拠を意識した看護ケアを周囲との円滑
なコミュニケーションのもとに実施することができる

集中ケアCN
救急看護CN

10/25 22名

組織的役割遂
行能力

実践Ⅰ：部署における自分の立場・役割を理解し、実践行動計画を立てる準備ができる。
実践Ⅱ：実践を通してリーダーシップ行動をとることができる

教育委員会
担当部会

Ⅰ：5/14
Ⅱ：2/21

Ⅰ：30名
Ⅱ：28名

１．PFMの実践事例を文献等から得られた知見と照らし記述できる
２．事例を分析的に評価し、看護実践上の課題が抽出できる

看護師長会
①9/9
②2/2

①13名
②13名

リフレクション手法を学び、実践に活用できる
教育委員会
Siｍ部会

12/15
12/20

11名
8名

看護の質改善につながるマネジメントについて理解を深める
①組織運営について  ②医療・看護の質について  ③組織における目標管理

看護部管理室 1/28 26名

コーチングスキル   （外部講師研修） 看護部管理室 12/4 24名

災害対応 危機管理マネジメント（仮）  （外部講師研修） 看護部管理室 2/18 49名

自己教育研究
能力

 １．成人学習における継続学習の理念を理解する
 ２．研修企画における基本的な考え方、手法を理解する
 ３．学習ニーズに沿って模擬研修企画を立て実践する

看護師長会 12/16 24名

看護師
長

組織的役割遂
行能力

看護管理者としての役割を遂行できる 外部講師 2/13 29名

副看護
師長

組織的役割遂
行能力

看護管理者としての役割を遂行できる 外部講師 1/29 72名

エル
ダー

組織的役割遂
行能力

エルダーの役割を理解し役割を遂行できる 教育委員会 6/30 23名

全職員 看護実践能力 糖尿病看護 当院で最近行われている自己血糖測定と治療について
慢性疾患看護専
門看護師
糖尿病看護WG

48名

レベル
Ⅲ以上

看護実践能力 がん看護
がん看護に関瀬売る知識を深め、自部署で活かせるケアの実践力を身につける
他職種と連携協働し、患者や家族のQOL向上を目指したがん看護に取り組むことができる

緩和ケア認定看
護師
がん化学療法看
護認定看護師
がん看護研究会

8名

レベル
Ⅲ以上

看護実践能力 呼吸ケア 気道管理と陽圧人工呼吸療法を学び、看護実践に活用できる
慢性呼吸器疾患
看護特定認定看
護師

8名

レベル
Ⅱ

看護実践能力 スキンケア/創傷管理Ⅱ 褥瘡など予防的スキンケアに対する技能をスキルアップし、根拠に基づき実践できる 6名

看護実践能力

組織的役割
遂行能力

看護実践能力
院内認定看護師養成研修
褥瘡管理（スキンケア）

自部署の褥瘡管理（スキンケア）における問題点を分析し、解決に向けて対策を検討し実践できる
皮膚排泄ケア特
定看護師

3名

組織的役割
遂行能力

院内認定看護師養成研修
感染管理

自部署感染管理における問題点を分析し、解決に向けて対策を検討し実践できる
感染管理特定看
護師

2名

全職員
自己教育
研究能力

看護研究における文献検索 文献検索方法の基本を理解できる
看護研究支援
委員会

7/19 13名

全職員
自己教育
研究能力

プレゼンテーション研修 看護研修におけるプレゼンテーションの基本について理解する
看護研究支援
委員会

10/11 33名

全職員
自己教育
研究能力

看護研究 スタートアップ研修
１．看護研究の意義と基本が理解できる
２．本院における看護研究の進め方倫理的審査方法がわかる

看護研究支援
委員会

第一部・第二部
3月の任意日

第一部：37名
第二部：35名

全職員
自己教育
研究能力

看護研究発表会 研究で得られた知見を共有する
看護研究支援委
員会

11/26，12/3，
12/10

795名

全職員 看護実践能力 専門領域 救急看護ＢＬＳ
急変患者の観察ができる 観察した内容を応援スタッフに報告できる ＢＬＳとＡＥＤの使用知識・技術を
習得できる

ＢＬＳ院内研修
担当者

68名

研修
区分

研修名 内容・ねらい 研修担当 開催日 受講者数

看
護
補
助

者
研
修

看護補助者に必要な基礎知識

①医療制度の概要及び病院の機能と組織、医療チーム及び看護チームの一員としての看護補助者業務、守秘
義務、個人情報の保護について理解できる②看護補助者業務を遂行するための基礎的な知識・技術、看護補
助者業務における医療安全と感染防止として急変時の応援要請について④日常生活にかかわる業務、看護補
助者業務における医療安全と感染防止として感染管理研修

看護部管理室
感染管理認定看護
師
看護職キャリア開
発コアセンター

2/15，2/24，
3/17，3/24

18名

倫理研修Ⅲ

クリティカル看護
容態変化対応コースⅢ

研修概要参照

任
意
研
修 レベル

Ⅳ以上

看護管理研修

看護管理研修

テーマ別

専門領域

専門領域

レベル
Ⅲ以上

エルダー研修

スキンケア/創傷管理Ⅲ
根拠やガイドライン、院内ルールを理解し、問題解決のための必要な資源を見極め、患者のケアの実践やス
タッフ指導ができる

皮膚排泄ケア特
定認定看護師
皮膚排泄ケア認
定看護師

ラ
ダ
ー

別
研
修

自部署における学習会企画と運営

事例に学ぶⅢ
看護実践の質向上に受けた事例検討
-PFM事例を通して-

リフレクション

レベル
Ⅴ

組織的役割遂
行能力

組織における看護の責任Ⅴ
組織で取り組む実践改善

コミュニケーションⅤ
＊任意
危機管理

レベル
Ⅳ

看護実践能力

補助者

倫理研修Ⅱ

看護実践能力

組織のおける看護の責任Ⅱ
リーダーシップ基礎

組織における看護の責任Ⅳ
リーダーシップ実践Ⅰ
リーダーシップ実践Ⅱ

自己教育研究
能力

レベル
Ⅲ

医療安全管理Ⅲ

組織的役割遂
行能力

組織における看護の責任Ⅲ
組織分析
論理的思考を学ぶ

コミュニケーションⅣ

対象

6名

看護補助者

役
割
研
修

2/3



  【別添２】

1.施設外看護職員対象研修

開催日 受講人数

R3年11月13日、12月11日、R 4年1月8日 32

R3年10月27日 6

R3年10月27日 9

R3年10月13日、12月15日 11

R3年10月20日、11月24日 11

2.看護師特定行為研修

特定行為区分 特定行為名 開催日 受講人数

呼吸器（気道確保に係るもの）関連
(A)経口用気管チューブ又は経鼻用気管チューブ
の位置の調整

R3年12月14日 2

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 (A)脱水症状に対する輸液による補正 2

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 (A)持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整 1

栄養に係るカテーテル管理（CVカテーテル管理）関連 (A)CVカテーテルの抜去 1

動脈血液ガス分析関連 (A)直接動脈穿刺法による採血 1

創部ドレーン管理関連 (A)創部ドレーンの抜去 1

創傷管理関連
(A) 褥瘡又は慢性創傷の治療における血流のない
壊死組織の除去

1

感染に係る薬剤投与関連 (A)感染徴候がある者に対する臨時の投与 1

呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 2

術後疼痛管理関連
(A)硬膜外カテーテルによる鎮痛剤の投与及び投
与量の調整

1

栄養に係るカテーテル管理（CVカテーテル管理）関連 2

血糖コントロールに係る薬剤投与関連 (A)インスリンの投与量の調整 R3年12月24日 1

基礎看護技術研修　　Cコース：在宅ケアコース

他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況：令和3年度

研修名

指導者養成研修　　シミュレーション教育ファシリテーター養成研修STEPⅠ～Ⅲ

基礎看護技術研修　　Aコース：採血・点滴管理コース

基礎看護技術研修　　Bコース：注射・輸液ポンプ等操作コース

基礎看護技術研修　　褥瘡ケアコース

R3年12月15日

R3年12月21日

R3年12月22日

R3年12月23日
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(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 新潟大学医歯学総合病院長 冨田善彦 

  管理担当者氏名 新潟大学医歯学総合病院事務部長 前島 一実 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 病歴管理室，画像診断支
援室，電算機室 

※外来，入院とも電子媒
体(一部紙媒体) 
 
※診療録を病院外に持
ち出すことは禁止して
おり，やむを得ない理由
の場合医療情報部の判
断のもと処理する。 

各科診療日誌 
処方せん 
手術記録 
看護記録 
検査所見記録 
エックス線写真 
紹介状 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 各所掌課において管理 
高度の医療の提供の実績 医事課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

患者総合サポートセン
ター 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理部 
 

各所掌部門において管
理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理部 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理部 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理部 
 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染管理部 各所掌部門において管
理 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染管理部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染管理部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染管理部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

総務課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学部門 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学部門 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学部門 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課 各所掌部門において管
理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療安全管理部 
 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

総務課 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 医事課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医事課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲　覧　者　別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　
新潟大学医歯学総合病院総務課長　島田　彰

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

      様式第5の保管場所・管理方法による。

　閲覧の手続の概要

　閲覧責任者氏名 新潟大学医歯学総合病院長　冨田善彦

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

医歯学総合病院内会議室

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
   1 本院の医療安全管理に関する基本的な考え方 

2 医療安全管理委員会及び医療安全管理に関わる組織等に関する基本 
的事項 

3 医療安全管理に関する職員研修の基本方針 
4 医療安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針 
5 医療上の事故等の発生時の基本方針 
6 患者との情報共有に関する基本方針 
7 患者からの相談への対応に関する基本方針 
8 高難度新規医療技術等を用いた医療の提供に関する基本方針 
9 その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年  12回 
・ 活動の主な内容： 
  1 アクシデントの発生防止対策に関すること 

2 アクシデントの発生防止に係る教育及び研修に関すること 
3 安全管理の指針及び医療安全管理マニュアルに関すること 
4 その他医療安全の推進に関すること 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
年2回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
   1 特定機能病院の承認要件 
   2 医療安全管理表彰 
   3 医療安全管理について 
   4 医薬品の安全管理2021 
   5 当院の医療機器安全管理 
   6 診療放射線安全利用の講習 
   7 児童虐待の初期対応 
   8 患者を正しく識別する：患者確認 
   9 検査の安全管理 
 
 ※ この他に新規採用者・復職者への研修，外部委託業者への研修を別途実施した 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
    1 院内で発生したインシデント及びアクシデントのインシデントレポートによる報告と 
     情報収集 
    2 医療安全対策の取り組みの評価，インシデント及びアクシデント事例等を医療安全管 
     理部検討会での事例検討 
    3 インシデント及びアクシデント事例の医療安全管理委員会での報告，改善策の立案と 
     実施，改善状況の検証・重大アクシデント発生時には速やかに管理者に報告するため 
     の体制整備 
    4 院内で発生した死亡・死産事例（入院・外来）の全例チェックおよび検討 
       5 医療安全管理委員会，同調査専門委員会における事例分析，再発防止の検討，他 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
       1 感染に関する基本的な考え方 
       2 感染対策のための委員会等の組織に関する基本的事項 
       3 感染対策のためのすべての職員に対する研修に関する基本方針 
       4 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
       5 感染発生時の対応に関する基本方針 
       6 患者等に対する指針の閲覧に関する基本方針 
       7 感染対策の推進のために必要なその他の基本方針 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年12回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
        1 感染対策指針及び感染対策のマニュアルに関すること。 
      2 感染の予防対策に関すること。 
      3 感染発生時の対応及び改善策に関すること。 

        4 感染対策に係る情報の収集及び医療従事者への周知に関すること。 
        5 感染対策に係る教育及び研修に関すること。 
        6 感染対策の実施状況の評価に関すること。 
        7 関東・甲信越ブロックのエイズ治療拠点病院の業務に関すること。 
        8 その他感染対策に関すること。 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年2回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
       1 新型コロナウイルス感染症とその感染対策 Up to date 
       2 新型コロナウイルス感染対策～院内マニュアルの再確認を通して～ 
    3 広域抗菌薬の使用状況～カルバペネム薬を中心に～ 
    4 HIV感染症の概要と当院に求められる役割抗菌薬の適正使用に向けて 
    5 検体採取から始まる感染症診断 
    6 医療器具関連感染の防止 
 
  ※ この他に新規採用者・復職者への研修，外部委託業者への研修を別途実施した 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
   1 薬剤耐性菌，人工呼吸器関連肺炎，中心ライン関連血流感染，外科系診療科（消化器・乳 
    腺内分泌外科，呼吸器・心臓血管外科，泌尿器科，産婦人科，脳神経外科，小児外科，整 
    形科）別SSI，尿道留置カテーテル関連尿路感染，インフルエンザ,感染性胃腸炎,手指消毒 
    薬の払い出し状況，手指衛生遵守状況，抗菌薬の使用状況等のサーベイランスを実施 

2 サーベイランス情報を活用した院内ラウンドの実施（情報の共有と改善のためのディスカ 
 ッション，環境チェック） 
3 細菌検査や感染症迅速検査の結果の連絡体制を整備し，迅速な感染防止対策を実施 
4 感染対策基本マニュアルの作成および改訂 
5 血液培養陽性となった症例の情報収集および治療に関するコメントのメール 
配信又は，直接的な主治医とのディスカッション 

6 TDM検討会（全抗MRSA薬使用症例の情報収集及びTDMコメントを提供） 
7 感染症の診断・治療および感染対策に関する相談対応 
8 針刺し・切創，粘膜曝露対策，職員のワクチン接種などの職業感染対策 
9 施設管理部門，清掃業者等と連携によるファシリティマネジメント 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
年1回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
   1 医薬品の安全管理2021 

① 本院の医薬品安全管理体制 
② 本院の医薬品に関連するインシデントの現状 
③ 医薬品安全管理における周知でお願いしたいこと 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
      ① 各部署の手順書の遵守状況のチェックを実施した。評価が悪かった項目は，後日改 

善を確認した。 
      ② 医薬品にかかる院内研修，適応外・未承認薬使用の審査，医薬品安全情報の院内周 

知等を実施した。 
           ③ 手順書の改訂を行った。 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 
      1 乳房全摘後，乳房再建後の乳輪乳頭再建の際の刺青（色素“PURE”を皮内に注入） 
 
     以上を含め，未承認等の医薬品の使用は従来から使用しているものも含めて，すべて新規医療 
   技術等管理センター（未承認新規医薬品等の担当部門）に申請があり，センターの会議で承認を 
   されたものに限り使用している。医薬品安全管理責任者はセンターの会議に評価委員会委員とし 
   て陪席をしており，未承認等の医薬品の使用事例を把握している。 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
      1 採用薬剤適正使用情報（Vol.108～Vol.136）の配信 

当院採用薬について緊急性を要する情報が生じた場合，院内医療情報端末を利用して，メ
ールにて配信を行っている。配信先（医師，看護師，薬剤師，臨床検査技師，放射線技師 
，栄養士等）は必要に応じて選択して配信。 

      2 薬剤情報ステーションの発刊 
        薬剤部から2か月に1回発刊している情報誌の「安全の扉」のページで医薬品の安全使用に 

ついてトピックスを交えて情報提供している。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年155回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
[人工心肺装置及び補助装置]（10回） 
・2021年4月17日，5月9日，13日〜14日，17日，19日，21日，27日〜28日，31日 「UNIMOについて」 
（UNIMOの使用方法・注意点）東10階病棟 
・2021年4月20日〜22日，5月7日，12日，13日，31日 「UNIMOについて」 
（UNIMOの使用方法注意点）西10階病棟 
・2021年5月26日「人工心肺装置について」（体外循環について）ME室 
・2022年2月18日「麻酔科レジデントセミナー」（人工心肺回路と各機能 他）手術部 麻酔科控え室 
・2022年3月16日「手術部Ns 人工心肺オリエンテーション」(人工心肺装置の回路と機能 他) 
手術部ラウンジ 

・2021年5月31日 「V-V ECMO勉強会」（V-V ECMOの循環・呼吸管理について 他）医療人育成ｾﾝﾀｰ 
・2021年6月23日 「PCPS勉強会」（当院のPCPS装置について 他）中央診療棟4Fｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室 
・2021年11月10日 「PCPS勉強会」（当院のPCPS装置について 他）中央診療棟4Fｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室 
・2022年1月28日 「UNIMO勉強会」（UNIMOの使用方法・注意点 他）高気圧酸素治療室 
・2022年3月16日 「手術部Ns 補助循環装置オリエンテーション」 
(各補助循環装置の回路と機能 他) 手術部ラウンジ 
 
[人工呼吸器] （12回） 
・2021年5月12日「人工呼吸器について」（PB840VV＋の使用方法と注意点）MEｾﾝﾀｰ 
・2021年5月19日「PB840VV+の使用方法について」（PB840VV+の使用方法）西10階病棟 処置室 
・2021年5月28日「PB840VV+の使用方法について」（PB840VV+の使用方法）東4階病棟 処置室 
・2021年6月15日，7月19日，8月25日，9月21日「人工呼吸について」（人工呼吸全般について） 
ICU内 

・2021年6月16日「PB840VV+とトリロジーの違いについて」（PB840VV+とトリロジーの違い） 
東9階病棟 処置室 

・2021年7月7日，7月9日「在宅用人工呼吸器ASTRALの使用方法について」 
（呼吸器を用いての説明）東病棟10階処置室 
・2021年8月3日「PB840VV＋について」（使用方法と注意点）東6階病棟 
・2021年8月4日「NPPVの使用方法について」（NPPVの基本的操作と注意点）西4階病棟 ﾅｰｽｽﾃｰｼｮﾝ 
・2021年8月27日「トリロジーの使用方法について」（操作方法とアラーム対応）西4階病棟 
・2021年11月24日～12月24日「人工呼吸器(インシデントを防ぐために)」（使用方法・注意点）Web 
・2022年1月5日，7日，14日，16日～17日，19日〜22日，25日，27日，2月3日，3月22日，24日 
27日，29日〜30日 「人工呼吸器 PUPPY-X について」（使用方法） 
手術室，血管撮影室，血液浄化療法室，MEｾﾝﾀｰ，ICU 

・2022年1月7日 「トリロジーについて」（使用に関しての説明）西6階病棟 
 
[血液浄化装置] （7回） 
・2021年4月19日，21日「個人用RO装置TW-S導入研修会」（使用方法と注意点）HCU（4008号室） 
・2021年7月29日「TR55Xの定期講習会」（ICU・救命ｾﾝﾀｰ看護師（新人・部署異動者対象）） 
ICUｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室 

・2021年8月24日「CHDF勉強会」（ICUの異動者を対象）ICUｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室 
・2021年11月24日～12月24日「血液浄化装置（インシデントを防ぐために）」 
（使用方法・注意点）Web 
・2021年12月16日「透析勉強会」（ICU・救命ｾﾝﾀｰ看護師（4月，10月部署異動者）を対象） 
ICUｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室 

・2022年3月10日〜11日「透析勉強会」(新しい医療機器導入事の研修会) 透析室 
・2022年3月29日「水処理装置、特殊浄化」(水処理装置について 他) 透析室 
 
[除細動器(AEDを除く)] （ 2回） 
・2021年5月7日，12日，6月4日〜5日，9日，14日，18日，21日，8月21日 
「除細動器TEC-5631について」（使用方法・注意点）OP室 
・2021年11月24日～12月24日「除細動器(インシデントを防ぐために)」（使用方法・注意点）Web 
 



 
 
 

 
[閉鎖式保育器] （4回） 
・2021年4月12日「閉鎖式保育器について」（使用方法・注意点）ME室 
・2021年4月13日，20日「Dual incu iについて」（使用方法・注意点）MEｾﾝﾀｰ 
・2021年4月26日「Dual incu iについて」（使用方法・注意点）NICU 
・2022年1月24日，31日，2月4日「閉鎖式保育器について」（使用方法・注意点）Web 
 
[その他医療機器] （120回） 
・2021年4月20日～23日，27日「血液ガス分析装置新規導入研修」（取り扱い方法） 
血管撮影室ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室 

・2021年4月21日「超広角走査型レーザー検眼鏡 取扱説明」（操作方法）眼科外来 
・2021年4月27日，30日，6月1日，11日，15日，18日「電気メス勉強会」（使用方法 他）OP室 
・2021年4月27日「筋電計MEM－8301取り扱いの研修」（使用方法と注意点）耳鼻科外来 
・2021年4月27日「医科用治療台 TR-83Jの取り扱い説明」（取り扱い）皮膚科外来 
・2021年4月27日〜28日「ヘモスフィア説明会」（操作）ICU 
・2021年4月28日，30日，6月1日，11日，15日，18日「バイポーラ」（使用方法 他）OP室 
・2021年5月7日，6月4日，7日，13日，17日「内視鏡タワー勉強会」（使用方法と注意点）OP室 
・2021年5月7日，6月4日，10日，13日〜14日，16日，22日「AVI録画装置/顕微鏡ペンテロ」 
（使用方法 他）OP室 
・2021年5月12日，6月3日〜4日，6日，9日，11日，18日「超音波メス勉強会」 
(ハーモニック・ソノサージの使用方法）OP室 

・2021年5月13日，6月4日〜5日，10日，14日，18日，22日「ベッセルシーリングシステム勉強会」 
(準備・使用方法 他）OP室 

・2021年5月24日，26日「TEG6s説明会」(TEG6sについて) OP室 
・2021年5月27日「ライトストライク説明会」（使用方法）NICU 
・2021年5月27日「嚥下内視鏡USBカメラキット使用法説明会」（接続、記録、記録動画の扱い） 
東2階病棟 摂食嚥下リハビリテーション室 他 

・2021年6月1日，4日，13日，18日〜19日「麻酔器勉強会」（基本的な役割と注意点）OP室 
・2021年6月4日，7日，12日，17日〜18日「超音波吸引装置勉強会」（準備・片付け方）OP室 
・2021年6月8日「IMPELLA研修会」（ドライブオン）血管撮影室，OP室 
・2021年6月23日「IMPELLAについて」（使用方法・注意点）手術部ME控え室 
・2021年6月24日「Ambuエービュー取り扱いの研修」（使用方法と注意点）救命ｾﾝﾀｰ 
・2021年6月28日「超音波血流計 MiraQ Ultimate system」（使用方法と注意点） 
臨床工学技士控え室（Zoom併用） 

・2021年6月28日～30日「新規装置Azurion7 B12取扱説明」（操作説明）血管撮影室1 
・2021年6月28日，7月2日「IMPELLAについて」（使用方法・注意点）ICU ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室 
・2021年6月29日〜30日「血管内超音波装置新規導入研修」（取り扱い）血管撮影室1 
・2021年6月29日〜30日「エキシマレーザー装置新規導入研修」（取り扱い方法）血管撮影室1 
・2021年6月30日，7月2日「プラズマブレード新規導入研修」(取り扱い方法）血管撮影室ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室 
・2021年7月21日「イルミノックス研修会」（使用方法と注意点）手術部ラウンジ 
・2021年9月17日「ELVeSレーザー1470取り扱いの研修」（使用方法と注意点）形成外科医局 
・2021年9月30日，10月1日「ELVeSレーザー1470について」（使用方法と注意点）手術部ラウンジ 
・2021年9月30日，10月1日「ELVeSレーザー説明会」（取り扱い方法 他）手術室 
・2021年10月27日「内科外来処置室エコー使用説明会」（使用方法）第2検討会室(病棟3F) 
・2021年11月5日「分娩監視装置(ﾜｲﾔﾚｽ)の使用方法について」（操作方法等）西5階病棟ﾅｰｽｽﾃｰｼｮﾝ 
・2021年11月11日「CUSA Clarityの使用方法と注意点について」（使用方法と注意点）医局 他 
・2021年11月11日～13日，16日，20日〜21日，12月9日，24日 
「CUSA Clarityの使用方法と注意点について」（使用方法と注意点）手術部 技士控え室 
・2021年11月11日，12日，15日～20日，22日，24日〜26日，28日〜30日 
「CUSA Clarityの使用方法と注意点について」（使用方法と注意点）OP室 他 
・2021年12月1日「半導体レーザー取扱説明」（器械操作方法）医局 
・2021年12月7日「手持眼圧計取扱説明」（操作方法）医局 
・2021年12月9日〜10日，14日「放射線治療計画用CT更新に伴う研修」（使用方法） 
放射線治療計画CT室 

・2021年12月13日〜14日，16日「ピコセカンドKTP/Nd:YAGレーザー PicoWayの研修」(使用方法） 
外来棟3階 皮膚科8診 

・2021年12月16日「放射線治療CT用造影剤注入装置購入に伴う研修」（使用方法） 
放射線治療計画CT室 

・2021年12月20日〜21日「新規骨密度測定装置の操作，取扱説明」（使用方法 他）骨密度測定室 
・2021年12月22日～24日「COREVISION SD研修会」（取扱説明）手術室 
・2021年12月23日「ホルタ記録器導入説明会」（使用説明）中央検査部 生理検査室 
・2021年12月23日「ビデオ鼻咽頭スコープシステム説明会」（接続，記録，記録動画の扱い） 
西病棟3階 第5検討会室 

・2021年12月27日「NIM－Vital」（取り扱い説明 他）耳鼻咽喉科・頭頚部外科医局 



 
 
 

 
・2022年1月5日「超音波画像診断装置取扱説明」（操作方法）東6階病棟 
・2022年1月5日「前眼部光干渉断層計取扱説明」（操作方法）眼科外来 
・2022年1月12日「波長掃引型光干渉断層計」（操作方法）眼科外来 
・2022年1月11日〜12日「IMPELLA CP SmartAssistの研修」（変更点）血管撮影室ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室 
・2022年1月12日「光眼軸長測定装置取扱説明」（操作方法）眼科外来 
・2022年1月12日「手持ち無散瞳眼底カメラ」（操作方法）眼科外来 
・2022年1月13日「ワイヤレスエコーiViz airの研修」（使用方法）東11階病棟 処置室 
・2022年1月14日～19日，22日，25日「誘発反応測定装置 NIM-Vitalについて」（取り扱い） 
手術部 技士控え室 他 

・2022年1月15日，2月17～20日「誘発反応測定装置 NIM-Vitalについて」（取り扱い）手術室 
・2022年1月20日〜21日，23日〜26日，2月3日〜4日，7日，16日，20日，22日，26日，3月2日〜3日  
「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）手術部，血管撮影室，血液浄化療法部，MEｾﾝﾀｰ 
・2022年1月23日〜28日，2月1日〜4日，10日「誘発反応測定装置 NIM-Vitalについて」 
（取り扱い）手術室 
・2022年1月24日，2月9日，12日〜13日，15日〜17日，20日〜21日，26日，28日〜3月3日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）手術部，血管撮影室，血液浄化療法部，MEｾﾝﾀｰ 
・2022年1月26日，28日「OER-5導入説明会」（操作方法）光学医療診療部 
・2022年2月1日「IVES取り扱いの研修」（接続，記録，記録動画の扱い）作業療法室 
・2022年2月1日，5日，11日，14日，16日〜17日，19日，3月1日，4日 
「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）総合周産期母子医療センター 他 
・2022年2月1日，5日，11日，14日，16日〜17日，19日，3月1日，4日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）総合周産期母子医療センター 他 
・2022年2月2日～6日，8日〜9日，14日「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法） 
救急外来 他 

・2022年2月2日～6日，8日〜9日，14日「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法） 
救急外来 他 

・2022年2月3日〜7日，9日〜11日，13日，15日，17日〜20日，22日，25日，3月12日〜13日 
「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）西7階病棟 他 
・2022年2月3日〜7日，9日〜11日，13日，15日〜20日，22日，25日，3月13日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）西7階病棟 他 
・2022年2月3日～4日「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）光学医療診療部 他 
・2022年2月3日〜4日，7日〜8日，10日，17日〜18日，21日〜22日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）外来・医科 他 
・2022年2月3日「i-STATの研修」 (使用方法と注意点) 血管撮影室 
・2022年2月3日「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）光学医療診療部 他 
・2022年2月4日〜7日，9日〜10日，12日，16日〜17日，19日〜21日，26日〜28日，3月2日，7日 
「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）ICU 他 
・2022年2月4日〜8日「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）ICU 他 
・2022年2月4日〜7日，9日〜12日，17日〜18日「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法） 
救命救急センター 他 

・2022年2月4日〜7日，9日〜12日，16日〜17日「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）  
救命救急センター 他 

・2022年2月4日，7日，8日，10日，17日，22日「経腸栄養ポンプ Amika について」(使用方法） 
外来・医科 他 

・2022年2月4日〜7日，9日，12日〜13日，16日，28日「経腸栄養ポンプ Amika について」 
（使用方法）西病棟5階 他 
・2022年2月4日～6日，8日〜13日、22日，28日「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法） 
東5階病棟他 

・2022年2月4日〜6日，8日〜13日，22日「輸液ポンプ TE-281N について」(使用方法) 
東5階病棟 他 

・2022年2月4日〜8日，10日〜12日，14日，16日〜17日，19日，26日〜27日，3月2日 
「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）東6階病棟 他 
・2022年2月4日〜8日，10日〜12日，14日〜17日，19日，26日，3月2日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）東6階病棟 他 
・2022年2月4日，8日，10日，13日，16日「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法） 
東7階病棟 他 

・2022年2月4日，8日，10日，13日，16日，20日〜22日，24日〜25日，27日〜3月4日，7日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）東7階病棟 他 
・2022年2月4日〜9日，12日〜13日，16日，28日「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法） 
西5階病棟 他 

・2022年2月4日，10日，20日，22日，25日〜26日，3月1日〜2日，4日，6日，11日，18日 
「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）西11階病棟 他 
・2022年2月4日，7日，9日〜10日，15日「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）外来 他 



 
 
 

 
・2022年2月4日，7日，9日〜10日，15日「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）外来 他 
・2022年2月4日，10日，15日，25日「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）通院治療室 他 
・2022年2月5日〜8日，10日〜12日，14日，16日，26日「経腸栄養ポンプ Amika について」 
（使用方法）西4階病棟 他 
・2022年2月5日〜8日，10日〜12日，14日，16日，26日「輸液ポンプ TE-281N について」 
（使用方法）西4階病棟 他 
・2022年2月5日〜7日，9日〜11日，14日〜15日，17日〜18日，23日，28日，3月4日，14日 
「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）西10階病棟 他 
・2022年2月5日〜7日，9日〜11日，14日〜15日，17日〜18日，20日，22日，28日，3月4日，14日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）西10階病棟 他 
・2022年2月6日〜7日，9日〜12日，15日，17日，19日〜20日，23日～25日，27日 
「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）東9階病棟 他 
・2022年2月6日〜7日，9日〜12日，15日，17日，19日〜20日，23日～25日，27日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）東9階病棟 他 
・2022年2月6日，10日，12日〜13日，16日，21日〜25日，27日，3月2日，4日，7日，10日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）東10階病棟 他 
・2022年2月6日〜13日，16日，21日，26日，3月3日「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）
放射線部 他 

・2022年2月7日「オージオメーターAA-H1使用説明」（取扱）耳鼻咽喉科・頭頚部外科外来17診察室 
・2022年2月7日〜9日，11日，13日〜15日，19日，21日〜25日，27日，3月8日 
「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）東3階病棟 他 
・2022年2月7日〜9日，11日〜15日，19日，21日〜25日，27日，3月8日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）東3階病棟 他 
・2022年2月8日～10日，13日，17日〜18日，20日～25日，28日 
「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）西9階病棟 他 
・2022年2月8日～10日，13日，17日〜21日，23日〜25日，28日「輸液ポンプ TE-281N について」 
（使用方法）西9階病棟 他 
・2022年2月8日，10日，23日〜26日，28日，3月6日，10日「経腸栄養ポンプ Amika について」 
（使用方法）東4階病棟 他 
・2022年2月8日〜13日，17日，19日〜22日，25日〜3月1日「経腸栄養ポンプ Amika について」 
（使用方法）東11階病棟 他 
・2022年2月8日，10日，23日〜24日，26日，28日，3月6日「輸液ポンプ TE-281N について」 
（使用方法）東4階病棟 他 
・2022年2月8日〜13日，17日，19日〜21日，25日〜3月1日「輸液ポンプ TE-281N について」 
（使用方法）東11階病棟 他 
・2022年2月9日「PicoWay取り扱いの研修」（使用方法と注意点）形成外科医局 
・2022年2月10日～16日，18日〜20日，24日〜25日「経腸栄養ポンプ Amika について」 
（使用方法）西8階病棟 他 
・2022年2月10日～16日，18日～21日，24日〜25日「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）
西8階病棟 他 

・2022年2月10日，13日，20日，22日，25日，3月1日〜2日，4日，6日，9日，11日，18日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）西11階病棟 他 
・2022年2月10日，12日〜13日，16日，21日〜23日，25日，27日，3月2日，7日，10日 
「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）東10階病棟 他 
・2022年2月11日，14日，16日，23日，28日「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法） 
血液浄化療法部 他 

・2022年2月11日，14日，16日，21日，28日輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）  
血液浄化療法部 他 

・2022年2月14日，22日「経腸栄養ポンプ Amika について」（使用方法）通院治療室 他 
・2022年2月15日「24時間胃食道内pH&インピーダンスモニター スレウス・ゼファーの研修」 
（操作）内視鏡室 
・2022年2月17日「ポケットエコーmirucoの使用説明」（使用説明）Web 
・2022年2月18日，21日〜23日，28日，3月2日，4日，6日〜8日，10日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）麻酔科室内 他 
・2022年2月22日，25日〜3月3日，3月5日〜15日，17日，19日，22日，25日，28日 
「輸液ポンプ TE-281N について」（使用方法）手術部受付 他 
・2022年3月2日「内視鏡システム取り扱いの研修」（使用方法と注意点）放射線診察室 
・2022年3月3日，10日 「脳波計導入説明会」(使用説明) 総合周産期母子医療センター 
・2022年3月4日，7日〜8日 「血液ガス分析装置ABL9の取り扱い説明」(取り扱い説明) 西5階病棟 
・2022年3月8日 「超音波画像診断装置 説明会」(使用説明) 高次救命災害治療センター 
・2022年3月16日 「経皮的血液ガスモニタweb説明会」 (使用説明) 西9階病棟 他 
・2022年3月17日 「筋電図・誘発電位検査装置の説明」(取り扱い説明) 内科外来30診 
 



 
 
 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 

医療機器（人工心肺装置，補助循環装置，人工呼吸器，血液浄化装置，除細動器，閉鎖  
   式保育器，診療用高エネルギー放射線発生装置，放射線照射装置，CTエックス線装置，磁 
   気共鳴画像診断装置，麻酔器，眼内内視鏡，歯科ユニット，高気圧酸素治療装置，ダヴィ 
   ンチ，12誘導心電計，超音波画像診断装置 など）に関し保守点検計画書を策定。 
   実施状況・内容等は院内の他職種により構成される委員会（委員長：医療機器安全管理 

責任者）にて評価を受ける。 
    ※保守点検計画書には，医療機器名，製造販売業者名，型式，保守点検を実施する予定の

時期，間隔，条件等を記載。また，機器台帳にて修理履歴を保管 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 

病院長を委員長とした“新規医療技術等管理センター”にて検討を行うことになっている。
また、実際に使用された場合にも、この委員会に報告することになっている。 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

厚生労働省等の行政、PMDA及び日本医療機能評価機構からの通知、並びに各種学会等の 
ホームページや機器メーカーから情報をMEセンターが収集し、該当医療機器に携わる者 
へ直接通知を行う。また、院内webサーバーにも掲載し院内に情報を周知している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
      医師 
 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
  1 医療安全管理部長として，院内の医療安全に関する管理部門を統括する。 
  2 医療の安全管理体制の確保及び推進や，重大な事例が発生した場合の適切な対応策等に関す 
   る事項を審議する医療安全管理委員会の構成員であり運営を統括する。 
  3 医薬品の安全管理のための体制確保として医薬品安全管理責任者の実施業務，医療機器に係 
   る安全管理のための体制確保として医療機器安全管理責任者の実施業務，さらに，診療放射 
   線の安全利用のための体制確保として医療放射線安全管理責任者の実施業務に関し，それぞ 
   れ各専門部会の構成員となり，各責任者の業務を統括する。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 1名）・無 

 
③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 
 
・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 
  1 薬剤部において，院内の医薬品使用状況の定期的（月一回程度）な確認及びその結果を踏ま 

えた添付文書情報（禁忌等），緊急安全性情報，未承認医薬品の使用時又は医薬品の適応外  
使用時等の医薬品安全管理に係る情報の報告 

  2 薬剤部からの報告をもとに，当該情報に係る医薬品の使用実績のある診療科等のみならず院 
内全体に医薬品の適正使用のための注意喚起情報の周知 

  3 全部署のリスクマネジャーが出席するリスクマネジャー全体会議においても改めて医薬品の 
   適正使用のための注意喚起情報を周知し，リスクマネジャーは自部署職員への周知が完了し 

た旨を報告書として提出してもらうこととしており，全部署からの周知完了報告書の提出を 
もって確認 

 
・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

1 薬剤部において，医師等の処方した薬剤の使用が，未承認医薬品，若しくは適応外又は禁忌 
等の使用（以下，「未承認等の医薬品の使用」という。）に該当するか否かの把握 

  2 未承認等の医薬品の使用について審査する委員会で承認されていない場合で処方の妥当性が 
   確認できない場合，主治医へ疑義照会の上，薬学的知見に基づき，処方の必要性や論文，ガ

イドライン等の根拠に基づくリスク検討の有無，処方の妥当性等の確認と事後に把握した適
応外使用医薬品に係る処方の妥当性等の確認と処方した医師等へ処方の変更等の提案 

  3 薬剤部からの報告をもとに，未承認等の医薬品使用の把握の状況の定期的な確認と必要に応 
   じた当該把握方法の見直し，及び必要に応じて医師等に対する指導等と院内全体に未承認等 
   の医薬品の使用に関して必要な情報の共有 
 
・担当者の指名の有無（有・無） 
 
・担当者の所属・職種： 
（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師   ）  （所属：    ，職種       ） 
 

 
④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 

 
有・無 

 
・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す
る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

 
・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内 
 容：   

1 患者が内容を十分理解できるような文書を用いた医療者からの説明が行われているか，ま 
    た，患者の明確な文書による意思表示は行われているかについて，インフォームド・コン 

セントの定期的な監査を実施している。監査結果に基づき，院内会議及び研修会を通じて  
職員に周知及び改善指導をしている。 



 
 
 

 
 

   2 インフォームド・コンセントに関する基本方針，インフォームド・コンセントの実際（説
明を行う際の同席者，標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法などの留意事
項），インフォームド・コンセントの取得フローチャート，インフォームド・コンセント
を必要とする医療行為，同席を要する医療行為等の規定を定めている。 

 
 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 
 

有・無 
 
・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

1 診療録監査員会内規に基づき，年２回診療録監査を実施し，院内会議及び研修会を通じて 
     職員に周知及び改善指導をしている。 
 
 
⑥ 医療安全管理部門の設置状況 

 
有・無 

 
・所属職員：専従（4）名、専任（0）名、兼任（21）名 
 うち医師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（14）名 
 うち薬剤師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（1）名 
 うち看護師：専従（2）名、専任（0）名、兼任（2）名 
 
（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 
 
・活動の主な内容： 
   1 医療安全管理委員会に係る運営及び事務 
   2 アクシデント又は病院長が必要と認める事象(以下「事象等」という。)が発生した場合 
    は，事象等に係る次に掲げる事項 

イ診療録その他診療に関する記録の確認 
ロ患者又はその家族への説明 
ハ発生原因の究明 
ニその他対応状況の確認 
ホ職員に対する必要な指導 

3 医療の安全管理に係る教育，研修及び連絡調整 
4 医療の安全確保に資する診療の状況把握及び対策の推進 
5 職員の医療の安全に関する意識向上の状況確認 
6 医事紛争及び医療訴訟の対応 
7 各部署における医療安全対策の実施状況の評価に基づく医療安全確保のための業務改善計 
画書の作成並びに作成した業務改善計画書に基づく医療安全対策の実施状況及び評価結果 
の記録 

8 医療安全管理委員会との連携状況，院内研修の実績，医療安全対策に係る患者等の相談件    
 数及び相談内容，相談後の取扱い並びにその他の医療安全管理者の活動実績の記録 
9 医療安全管理部検討会に係る運営及び事務 

     10 その他アクシデントの発生防止及び医療の安全性の向上に関し必要な事項 
 
≪モニタリング項目≫ 
1 周術期肺血栓塞栓症 

① 手術症例 DVT/PTE 予防アセスメント施行率 
② 手術例における肺血栓塞栓症予防管理料算定率 
③ １万手術あたり周術期肺血栓塞栓症発生率 

2 入院患者の転倒転落 
① 入院患者 1,000 人日あたり転倒・転落発生率 
② 入院患者 1,000 人日あたり転倒・転落発生後外傷（レベル 3a 以上）発生率 

3 中心静脈カテーテル挿入（とくに挿入時の医原性気胸） 
① 中心静脈カテーテル穿刺挿入報告書提出率 
② 内頚静脈穿刺における気胸発生率 
③ 鎖骨下静脈穿刺における気胸発生率 
 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
 
 



 
 
 

 
 
⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 
 
・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 12 件）、及び許可件数（ 8件） 
 
・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 
 
・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医
療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・
無 ） 

 
・活動の主な内容： 
   1 高難度新規医療技術の申請に係る具体的な申請基準に関すること。 

2 高難度新新規医療技術の実施の適否の決定に関すること。 
3 新規医療技術等の実施後の定期的な手術記録，診療録等の確認による手続きの適正さの検 
に関すること。 

4 新規医療技術等の実施後に患者が死亡した場合又はセンターが定める水準以上の事例が発 
生した場合において，その新規医療技術等の手術記録，診療録等の確認による手続きの適
正さの検証に関すること。 

5 その他新規医療技術等の実施の安全性の確保に必要な事項 
 
・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 
 
・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 
⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 
 
・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 26 件）、及び許可件数（ 25 件） 
 
・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・
無 ） 

 
・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医
薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の
有無（ 有・無 ） 

 
・活動の主な内容： 
   1 未承認新規医薬品等及び適応外・禁忌使用による医療の申請に係る具体的な申請基準に関

すること。 
2 未承認新規医薬品等及び適応外・禁忌使用による医療の実施の適否の決定に関すること。 
3 未承認新規医薬品等及び適応外・禁忌使用による医療の実施後の定期的な手術記録，診療
録等の確認による手続きの適正さの検証に関すること。 

4 未承認新規医薬品等及び適応外・禁忌使用による医療の実施後に患者が死亡した場合又は
センターが定める水準以上の事例が発生した場合において，その未承認新規医薬品等及び
適応外・禁忌使用による医療の診療録等の確認による手続きの適正さの検証に関するこ
と。 

5 その他未承認新規医薬品等及び適応外・禁忌使用による医療の実施の安全性の確保に必要
な事項。 

 
・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 
 
・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 
 
 
⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 
 
・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 440 件 
 
・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった
ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実
及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 136 件（事例数。報告件数は 154 
件） 



 
 
 

 
 
・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

1 院内における入院・外来全死亡（死産含む）症例について，医療安全管理部でリストアップ 
 を行い，事例件数の報告及び事例検証を実施 
2 院内の入院患者における全死亡・死産症例について，主治医・担当医に報告することを義務 
 化し，報告実施状況の確認及びその結果について報告 
3 重大な事例が生じた場合，速やかに原因究明のための調査及び分析，分析結果を基に改善の 
 ための方策の立案及び実施並びに職員への周知，方策の実施状況の調査及び必要に応じ方策 
の見直しの実施 

 
 
 
⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 
 
・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：富山大学附属病院 ）・無） 
 
・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：金沢大学附属病院 ）・無） 
 
・技術的助言の実施状況 
  適切に実施されていると評価されたため，特段の指摘事項はなかった。 

質問事項は以下のとおり（一部抜粋）。 
   ・中止した高難度技術の再開にあたり、診療科またはハートチームで再検討するとなってい

ました。この場合におけるハートチームの果たす役割について教えてください。 
 
 
 
⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 
 
・体制の確保状況 
  患者からの医療安全管理に係る相談等に対し，対応できるよう窓口を常設している。また，院 
 内掲示により設置場所，担当者，責任者及び対応時間等を患者等に明示している。 
 
 

 

 
⑫ 職員研修の実施状況 
 
・研修の実施状況 
  令和 3年度の医療安全管理研修会において，インシデント，アクシデント報告の流れ等の医療  
 に係る安全管理のための基本的な事項，及び医療安全管理に係る具体的な事例の改善策，高度な  
医療を提供するための多職種連携に必要な知識及び技能，特定機能病院として取り組むべき医療  
安全管理に関する事項等について，管理者，医療安全管理責任者等による医療安全管理研修会及  
び医薬品安全管理研修会並びに医療機器安全管理研修会を実施し，e-ラーニングを用いて学習効 
果を測定し，院内会議を通じて職員にフィードバックした。 

 
 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 
 
⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 
 
・研修の実施状況 
  管理者，医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者は，日本医 
 療機能評価機構が開催した令和 3年度特定機能病院管理者研修を受講した。 
 
 

（注）前年度の実績を記載すること 

 



 
 
 

 
 
⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 
 
・第三者による評価の受審状況 

公益財団法人日本医療機能評価機構による病院機能評価を書類審査及び令和元年 11月 27 日～
29 日訪問審査を受審し、令和 3 年 1 月 4 日付けで認定証の交付を受けた。 

 
認定期間 2019 年 12 月 20 日～2024 年 12 月 19 日 
認定発行日令和 3 年 1 月 4 日 
認定病院種別及び番号 
主たる機能：一般病院３ 認定第 GB146-5 号 
副機能：精神科病院認定第 GB146 号 

 
・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

なし 
 
・評価を踏まえ講じた措置 

なし 
 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

１． 医師法に基づく医師免許証を交付された医師であること 

２． 学識に優れ，教育研究，診療及び病院経営に識見を有し，かつ，管理運営 

能力を有する者で，以下の基準を全て満たす者 

① 医学博士又は博士（医学）の学位を有し，教授相当の十分な業績を有 

する者 

② 総合病院において病院長，副病院長，診療科長，中央診療部門長もし 

くは同等職の経験を有する者(当該病院内外での組織管理経験が含ま 

れること。) 

③ 様々な医療環境の変化に対応しながら，強いリーダーシップを持って 

病院運営及び経営にあたる意欲がある者 

３． 医療安全管理業務を経験し，医療安全の確保に必要な資質・能力を有する 

者で，以下の基準を全て満たす者 

① 医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者，医療機器安全管理責任 

者の業務経験を有する者，又は医療安全管理委員会もしくは同委員会 

に準ずる委員会の構成員であった者 

② 医療安全管理業務経験を踏まえ，医療安全を第一に考える姿勢及び指 

導力等を有する者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・ 公表の方法 

新潟大学医歯学総合病院ホームページ内で公表 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 

 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

新潟大学医歯学総合病院ホームページ内で公表 

 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

澤村 明 新潟大学 理事・副

学長 

〇 学長が指名する理事 

(選考委員会規程第 3 条第 1 号) 

有・無 

土田 正則 新潟大学 医歯学

総合病院 副病院

長 

 学長が指名する医科系運営会議及び歯

科系運営会議の構成員 

(選考委員会規程第 3 条第 2 号) 

有・無 

多部田 康一 新潟大学 医歯学

総合病院 副病院

長 

 学長が指名する医科系運営会議及び歯

科系運営会議の構成員 

(選考委員会規程第 3 条第 2 号) 

有・無 

福地 健郎 新潟大学 医歯学

系 教授 

 学長が指名する医科系運営会議及び歯

科系運営会議の構成員 

(選考委員会規程第 3 条第 2 号) 

有・無 

染矢 俊幸 新潟大学 医学部

長 

 学長が指名する医歯学総合病院運営協

議会委員のうち新潟大学に所属する者 

(選考委員会規程第 3 条第 3 号) 

有・無 

前田 健康 新潟大学 歯学部

長 

 学長が指名する医歯学総合病院運営協

議会委員のうち新潟大学に所属する者 

(選考委員会規程第 3 条第 3 号) 

有・無 

小野寺 理 新潟大学 脳研究

所長 

 学長が指名する医歯学総合病院運営協

議会委員のうち新潟大学に所属する者 

(選考委員会規程第 3 条第 3 号) 

有・無 

堂前 洋一郎 一般財団法人新潟

県医師会 会長 

 学外の有識者：県医師会長として、医療

・保健・福祉全般に豊富な知見を有する

(選考委員会規程第 3 条第 4 号) 

有・無 

松本 晴樹 新潟県福祉保健部 

部長 

 学外の有識者：県の医療に係る担当者と

して、医療・保健・福祉全般に豊富な知

見を有する(選考委員会規程第 3 条第 4

号) 

有・無 

 



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無（平成３０年１０月１日施行） 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

・医歯学総合病院（以下「病院」）の運営方針に関する事項 

・病院の中期目標・中期計画に関する事項 

・病院の予算及び決算に関する事項 

・病院の教員の選考に関する事項 

・病院の組織に関する重要事項 

・病院の教育・研究及び診療に関する重要事項 

・その他病院の管理・運営及び経営に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

・医科系及び歯科系運営会議及び連絡会議において周知。 

・院内会議システム（Web）にて会議資料を随時閲覧可能 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・公表の方法 

新潟大学医歯学総合病院ホームページ内で公表 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

冨田 善彦 〇 医師 病院長 

土田 正則  医師 副病院長 

多部田 康一  歯科医師 副病院長 

猪又 孝元  医師 副病院長 

井上 誠  歯科医師 副病院長 

若井 俊文  医師 副病院長 

鳥谷部 真一  医師 副病院長 

菊地 利明  医師 副病院長 

杉田 洋子   看護師 副病院長・看護部長 

前島 一実  事務職員 副病院長・事務部長 

堀井 新  医師 病院長補佐 

瀬尾 憲司  歯科医師 病院長補佐 

川島 寛之  医師 病院長補佐 

外山 聡  薬剤師 薬剤部長 

金澤 勉  放射線技師 診療支援部長 

小野寺 理  医師 病院長特別補佐 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 

 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 公表の方法 

新潟大学医歯学総合病院ホームページ内で公表 

 

 ・ 規程の主な内容 

新潟大学医歯学総合病院規程第３条において、「病院長は、病院の管理、運営をつかさどり所 

属職員を統括し、第13条により設置する新潟大学医歯学総合病院運営委員会が審議した病院の 

管理及び運営に関する重要事項に関し、その決定に関する権限と責任を有するものとする。」 

と規定。 

 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

新潟大学医歯学総合病院規程第４条及び５条において、副病院長を置くこと及び病院長特別補

佐、病院長補佐を置くことができることを規定。 

副病院長の役割は、病院長の職務を助け、病院長に事故があるときは、病院長があらかじめ指 

名する副病院長が、その職務を代理するほか、各副病院長に「総括」「歯科総括」「企画戦略

（研究・医療連携）」「企画戦略（医科歯科連携）」「診療・病院機能」「医療安全管理」「

感染管理・教育」「看護（地域連携）」「総務・財務」の各担当を命じている。 

病院長特別補佐の役割は、病院の管理運営に関し、病院長に助言等を行うものとする。また病

院長補佐の役割は、病院長が諮問又は指示した事項について、調査、企画・立案するとともに

、その実施に関して病院長の職務を補佐するものとするほか、各病院長補佐には「病院機能強

化（医科）」「病院機能強化（歯科）」「医療連携全般」を命じている。 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

全国会議、関係機関が主催する担当者研修会等に参加。 

 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

 

・活動の主な内容： 

医療安全管理責任者の業務、医療安全管理部門の業務、医療安全管理委員会の業務、医薬品安全

管理責任者の業務、医療機器安全管理責任者の業務、医療放射線安全管理責任者 

の業務、及びその医療安全管理全般に関する業務についての監査を実施。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・公表の方法： 

新潟大学医歯学総合病院ホームページ内で公表 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

月岡 恵 元 新潟保健所

長 

〇 医療に係る安全管

理に関する識見を

有する者 

有・無 1 

 

佐藤 信昭 新潟県立がんセ

ンター新潟病院  

 医療に係る安全管

理に関する識見を

有する者 

有・無 1 

三部 正歳 りゅーと法律税

務会計事務所   

 法律に関する識見

を有する者 

有・無 1 

西田 眞吾 新潟大学理事  医療を受ける者そ

の他医療従事者以

外の者 

有・無 2 

田代 文俊 新潟大学監事  医療を受ける者そ

の他医療従事者以

外の者 

有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 

 ・体制の整備状況及び活動内容 

本学監査室において、本学の業務及び会計処理の状況について、適法性及び合理性の観点から調

査及び検証を行い、適正かつ効率的な運営を確保するための内部監査を実施。 

 

 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 公表の方法 

新潟大学医歯学総合病院ホームページ内で公表 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 

 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

病院運営協議会において、運営方針に関する事項、中期目標・中期計画に関する事項、予算・決

算に関する事項、教員の選考に関する事項、組織に関する重要事項、教育・研究及び診療に関す

る重要事項、その他管理・運営及び経営に関する重要事項について、病院長に報告させ、業務を

監督する。 

 

 ・ 会議体の実施状況（ 年1回 ） 

 

 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 1回 ） 

 

 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 公表の方法 

新潟大学医歯学総合病院ホームページ内で公表 

 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：新潟大学医歯学総合病院運営協議会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

澤村 明 新潟大学 理事・副学長 〇 有・無 

染矢 俊幸 新潟大学 医学部長  有・無 

前田 健康 新潟大学 歯学部長  有・無 

小野寺 理 新潟大学 脳研究所長  有・無 

堂前 洋一郎 一般財団法人新潟県医師会 会長  有・無 

松本 晴樹 新潟県福祉保健部 部長  有・無 

荻野 構一 公益社団法人新潟県薬剤師会 会

長 

 有・無 

鈴木 幸雄 新潟県三条地域振興局健康福祉環

境部 部長 

 有・無 

河原 和夫 医療法人社団 崎陽会 日の出ヶ

丘病院 院長 

 有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

 

・通報件数（年 0件） 

 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

 

・周知の方法 

  ・新潟大学医歯学総合病院ホームページ内で公表 

  ・職員向け「医療スタッフマニュアル」 

 

 
 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

・ 本院ホームページ及び各診療部門のホームページにより診療内容や医療サービスについて

情報発信している。また，本院ホームページにおいて，閲覧者が見やすく，分かりやすい

掲載にリニューアルを予定している。 

・ 診療案内冊子を毎年作成（更新）し，県内全医療機関へ送付している。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

・ 腫瘍センター及び腫瘍内科を中心に，複数の診療科が連携して平成25年1月から「キャン

サーボード」を開催している。平成26年度からは必要に応じて病理医が病理組織を供覧し

ている。 

・医療連携口腔管理治療部が介入し，入院患者の周術期口腔機能管理の医科・歯科連携強化

を進めている。 

 

 

 

 


